
東 京 国立 文化財研 究 所要覧

19681969

ー

昭和43年 度 一一昭和44年 度



5'

、臨
●L

`

。'松亀

'

ゴ

'

'
驚

.゚
:

一

t
一

噺

、、

、亀

9

(
,p
,

」
霊,t

』

`1

藤1

!l
.9晶

!脚"田

"含'

 

!
'6戸〆

ド
轍

レ畠」

 

2

、
、中

l

l

、

～
噂

 

璽

顧
の

胴

、・

魑

蕪議
螂 、'鞭旨欝 鷺

Ψ繋

痢r

1↓
、4

r「i

 

「

」、

・

・
、

・
へ
,「ぐ

ぞ
らへし
へ

・

、ら
警

ヤ

、
議

齢

、、
」

編灘

鍵
義

羅

≦

　
;,,:,

纏
灘

評羅欝
顧 、

砺
・ぎ

「

7ザ

、

し

亀辱

醸

ー

、

..

1

,

下

・』

噂

躍

・

9

.

L

,㍉

覧

・

・

庄

。.

,

曜

、
唱

軋

嫡

軸

鴨

F

、

艦
P

.
曽

,

四
、重

置
聖
冨
匪
■
璽
騨
9

ー

ー

ー

■■

1

巴

5ー

ー

.尾

「1ー

ひ

8

印
.

り

脚 ・ 鰐} 、

《 。`ゆ昏

聾

擁 麟 〆隔,
耐t
篭:、

:耐 町 毒 、1

騰 飾一
馬冑始、

・・!.:∫ 、

←
、、

駐メ 差

・、
〆
ノ

.
ン'?

'

〆

'

 ."
か

'
♂
ナ

、
蜜

㍗

Wヤ
b・蝕禽

・毒

、
懸

●

款

o
繋
し
.

し

↓

、

'

転

・奪 び2賊

癬欝鷺墾誰

,響
二灘

蝕「`,浮 虜F菖
舶舐 、 綱 「斧静

÷鱗 麟 鍵

ヲ'纏 蝶 .,譲:

製鎚 塾 灘職 霧
・罫

蓬 ㌔1

.彰罐'.繋

、角、 ドゴ岸犠塾

・「匝 γ ご

'

 ㌔

轟

茸

p

ー

、
伐
゜

'

°
,

'峯

中

・

ぐ
(

、

顎
、

唄

ド

@
ウ

c)

 

昼

●

昌

一一一一一一一'

灘 嵐'-

r,

.咽 ■■_■

レ

 

、

噛

、

r
漕

,

ド

-

.

,

.

.

v

、

卿
簸弊9敵 Ψ 駈團年,1

騰'

ぜノ

駐

、

負.
　オ'

rリ
、

ー
ノ
ノずイU

ー

,f装1、
91

、

l

J
ー

ー

.1

、

ー

ノ

ゴ耐

イ

ψ



「

f

_

C　

'

,

、



東 京 国 、(.文化 財 研 究 所 建 物 所在 【文1

野 公 園

●

1

▼



」
i

'

,

H

皿

皿

Ⅳ

V

目

沿 革

1設 立 の 経 緯

2年 表

3歴 代 所 長

設立 目的 と機構

1機 構

2職 種別予算定員

土地 ・建 物

2建 物0)平 面図

予 算

1歳 出 予 算

研究活 動 及び事 業

1研 究 活 動

(1)美 術 部

A

B研 先題 目

C研 究 ・調査活動

D1{要 研プ傑 績

E科 学研甕費題目

次

1敷 地 ・建物 の面積 ・構造 覧

2科 学研究費補助金交付決,ヒ額

研 究 ・調1イ瀟 動U)概 要

1

1

1

4

5

5

6

7

7

8

10

10

io

12

12

12

13

14

22

30

36



② 芸 能 部

A

B

C

D

E

㈲ 保存科学部

A

B

C

D

E

F

2事 業

(1)出 版

A

B

C

D

研究・調査活動の概要

研 究題 目

研 究 ・調査 活動

主要研究業績

科学研究費題目

研究 ・調査活動の概要

研 究題 目

研 究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

受 託研 究

36

37

38

41

44

47

47

48

50

55

60

62

(2)

(3)

(4)

美 術研 究

日本美術年鑑

保 存科 学

その他の出版物

公開学術講座

開所記念日行事

国際国内関係

VI研 究施設 ・設備

63

67

67

67

69

69

70

7z

75

?5

嘘⊥

2

3

4

FO

蔵 書

資 料

機 器 ・設 備

黒 田 記 念 室

閲 覧 室

78

78

78

79

82

84

◆



85

85

87

90

員

員

員職

職

職

現

旧

ー
ユ

リ
自

関 係 法 規

'

.



]

11[! ゴ

1設 立の経緯

4

本研究所 は,昭 和27年4月1口 発足 したので あるが,そ の前身であ り母胎とな った

ものは,昭 和5年 に創設 され た帝 国美術院附属 美術研究所であ る。

この美術研究所 は,大 正13年7)J,故 帝 国美術院 長子爵黒田清輝の遺言によ り美術

奨励事業 のために出損 した資金 で遺言 執行人 が選択決定 した事業で ある。すなわ ち遺

言 執行人 代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志に したが ってこの資金 で行な うべ き事業

の選定 を伯爵牧野紳顕に ・任 した。牧 野伯爵は帝国)き術院 長福 原鯨二 郎および東京美

術 学校長正木直彦 とはか って諸方而の意見を徴 し,ま たわが国美術 ヒの必要 に照 らし

て次の事業を行な うこととした。

(1)美 術 に関す る基礎的澗査研究機関 として美術研究所を設け ること。

② 黒田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念す ること。

(3)前 二項の 日的 を達す るため に適 当な建物を造営す ること。

(4)事 業成i1:のうえは一切 これを政府 にir附 す ること。

2年 表

ー
ー
い
〆

}

i

昭 和元年12月 前記の事業を遂行 するため委11会 が設 置され,ri京 美術学校長正木 直

彦が委 員長に就任 し,美 術研究 所事業 について束 京美術学校教授矢代幸雄,烈 田子

酎作 品陳列について東 京美術 学校教授 久米桂 一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同

藤島武 二および大給近 清,建 築造営 について東京美術学校教授 岡田信…郎,会 計事

務 についてi執 行人打 田伝 占を各 委員と して事務 を分掌進行 させ た。

1召和2年2月 美術研究 所準 備事業を開始 した。

同年10月 東京ll∫ヒ野公1劇内に鉄筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2の

建物1棟 を起Lし た。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設 のため必要 な備品 ・図書 ・

1



写真等 の研究資料を設備 し,ま た館内 に黒田子爵記念室を設 け,同 子爵の作品を陳

列 した。

同4年5月 遺 言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究 資料 等一切の外 に金15

万 円をそえて帝国美 術院長 に寄附 を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 によ り帝国美術院 に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術 学校 長正木直彦が 同研究所 の主事 に補せ られた。

同年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年11J美 術研究所の研究成果発表機ICIIILL:として,定 期刊行物1美 術研究」を創

刊 した。

同年4月18日 株式会社朝 日新聞社 より明治大正美術史編繁費 として本年か ら向 う5

ケ年間毎(:5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附 し犬:い」の申川があ った。

同年5月26日 帝国美術院 は この申出を受理 した。

明治大 甫美術史編纂委員会規程を設け,美 術 研究所は明治人d:)亀術～超の編纂に関す

る事務を行な うことにな った。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念11と 定 めた。

同10年1月28ri鉄 筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129m2の 、1桝1が雄iし た。

同年4月 「日本美術年鑑」 の編纂事務 を開始 した。

同年6月1日 勅 令第148r'Jに より美術研究所官制が公イi∫された。

研究 資料 閲覧規 程を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令 第281号 によ り美術研究所官制 中改il:o)件が公イ1∫さイ[,従 来,

帝 国美術院 に附irkされて いたのを文部大臣の直轄に改め られた。

同年11月29日 美 術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 さイ[た。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97m2の 写真室1棟 が竣Fにした。

同19年8月10日 黒田清輝 の作 品,な らび に写真原版を東京都西多1翠郡・」・宮村谷間1家

倉庫 に疎開 した。、

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目木間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同年7月 ～8月 酒 田市本間家倉庫 に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避 けるたy),

さらに酒 田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村 村上家倉 庫 ・大沢村後藤作之

2

」

窯
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1沿 攣

丞家倉庫 にそれぞれ分散疎 關 した。

同21年3月29Fl酒 田市疎開中の図 書 ・諸資料等の東京向け発送 を終 了 した。

同年4月4日 酒田市疎 開中の図書 ・諸資料等が東京 に到1il'し引揚げを完了 した。

同年4月16日 東 京都西 多摩郡 小宮村谷 間家倉庫 に疎開中であ った思田清輝作 晶なら

びに写真原版 の引揚 げを完 了した。

同22年5月3日 美術研究所官制 が廃 止 され,国 立博物 館官制が制定 された。美術研

究所 は同館の附属美術研究所 となった。

同24年 本年度か ら科学研究費に より光学的方 法による美術品の鑑識 に関する研究が

開始 された。

同25年8月29日 文 化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保 護委 員会 の附属

機 関 とな った。

同26年1月31日 美 術研 究所 組織 規程(昭 和26年 文化財保護委員会規 貝1」第5号)が 定

め られ第一研 究部 ・第 二研究 部 ・資料 部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日

から適用)

同27年4月1日 東 京文 化財研究所組織 規程(昭 和27年 文化財保 護委 貝 会 規 則 第4

号)が 定 め られ,美 術 部 ・芸能 部 ・保存科学 部 ・庶務 室の3部1室 が躍 かれ,美 術

研究所組織規程が廃 止された。

同年7月1日 芸能 部研究室 として東京 芸術大 一f・1_lfiftt邦楽科 教室2室 を同大学か

ら借用 し,研 究を1用始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室 は,国 立 博物館保存修理 課保イ∫技1'rJ研究室 として

昭和22年 発足以来,東 京国立博物館地階の1室 に置 かれて いたが,同 館構内の倉 庫

132m2を 改造0)う え移 転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規不`llの一 部が改 正され(昭 和29年 文化財保 護

委員会規 則第1号),東 京国立文 化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東京国立博物館構 内に木造,外 部鉄網モル タル 塗,平 家 建,8m2

の保存科学部の薬品庫が竣工 した。

同年11月30日 従来の2階 建書庫の う え に 更に1階 を増築3階 建 と し,増 築分延面

積71m2が 竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会 告示第14号)が

3



1

定め られ,こ の年度か ら受託研究 が開始 された。

同36年9月16日 東京国立文化財研 究所組織 規程 の一部が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来 の庶 務室は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京 国立博物館構内に保 存科学部庁舎 として,鉄 筋コ ンク リー ト造

2階 建延面積663m2の 建 物1棟 が竣工 した。

同年7月1日 東 京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和37年 文化財保

護 委員会 規則 第1号),新 たに保存科学部に修理技術研 究室が置かれ た。

同年7月20口 芸能部研究 室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴ない,旧 保 存科 学部庁 舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部省設 置法 の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究 所

は文化庁附 属機 関となった。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新 営 される別館庁 舎(延2,065m2)の 起

工式が行 なわれた。

}「

3歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和44年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所長代理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.25)

刻k(日 召不【16.11,25～ 日召刑110.6.1)

イ㌃了(日 召不1110.6.1～H召 不011。6.22j

雄(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.29♪

蔵(昭 和17.6,29～ 昭 和22.8.16)

蔵(昭 和22.8.16～ 昭 和23,5,11j

男(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.31)

一(昭 和24 .8.31～ 昭 和27.4.1)

雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.11.1)

松(昭 和28.11,1～ 昭 和40,4.1♪

克(昭 和40.4,1～ 現 在)
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皿 設立目的と機構

4

東 京国立文化財 研究所は,文 化財 に関する調査研究,資 料 の作成及 びその公表を行

な うこ とを 目的 として設立された文化庁 の附属機関で ある。 その機構等は次の とお り

～「

で あ る。

1機 構

所 長 一

灘 灘 一[難
美術部

部長

芸能部

室

室

室

究

究チ

ト

モ憎似

宵似

撃

一

二

第

第

資

一

一

一主任 研究 官

部長 …

一保存不斗学部

部長

一演劇研究室

置楽舞踊
研究室

一郷L芸 能

研究室

一イヒ学伊F3}冠室

物理研 究室

生 物研 究室

一修理技術

研 究室

一ヒ任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 職貝の福利

厚生に関する事務 公文書類の接受
公印の管守及び庶務に1対すること 経

費及び収入の予算 決算その他会計に

関する事務 行政財産及び物品の管理
に関する事務 庁内の取締り

術

表

研

・
法

美

公

の

理

方

洋

の

術

整

的

東

果

美

.
学

・
結

集

光

術

の

務

収

に

美

そ

事

・
び

洋

び

る

成

並

西

及

す

作

覧

び

究

関

の

閲

究

及

研

に

料

び

研

術

査

室

資

及

の

細
錨

糖

舗

国

す

川

関

・

る

術

が

関

川

に

管

よ

,

こ

セ
し
呆

こ

ー

勿
ノ
イ

ー

美

壇

`
、

(芸 能 部♪

演劇 ・辞楽 ・舞踊 ・鋼～土芸能 の保存に

関する調 査研 究及 びその結果 の公表

(イ呆イ」己不ミト学iii～)

文化財及びその保存に関する化学的 ・

物理的 ・生 物学的調査研 究並 びにその

結果の公表 文化財の修理に関す る科

学的 ・技術的調査研究及びその結 果の

公表

5



一

2職 種別予算定員

区 分

年 度
、
＼ _

指 定 職

所 長

長

佐

長

職

員

の

補

ー

職

職

長

ド

般

政

課

課

係

専

一

行

行 政 職O

守 衛

自動車運転手

研 究 職

部長等研究員

室長等研究員

研 究 員

研 究補助 員

43年 度

1

1
混

15

1

1

2

2

9

り
ρ

ー
ム

¶
ム

31

5

8

17

1

44年 度

r

1

14

1

1

2

z

8

L

1

1

31

6

7

i7

1

合 計 49148
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皿 土地 ・建 物

r 東京都台東区上野公國12番53号 の建物を本館 とし,同13番9}}に ある別棟0)建 物を

それぞれ保存科学部庁舎 ・芸能部庁舎 として使用 してい る。なお,昭 和44年 度保存科

学部庁舎に隣接 して別館庁舎(延2,065m2)が 新 営されることとな り,芸 能部庁舎は

用途廃 止 され芸能 部 ・保存科学部は別館に移転す ることになる 予定 である。

本館 は,昭 和3年91Jに 竣工 した1日美術 研究所 の建物 で,所 長室 ・庶務課 の事務室 ・

美術部 の各研究 室及び黒田記念室等 とな ってい る。 網ひ院 所 の敷地 ・建物 の面積構造

(昭和44年12}」現 在)等 を示す と次のとお りであ る。

1敷 地 ・建 物 の面積 ・構 造一一覧

敷地1,457m2(本 館 関 係0)み 他 は 東 博 よ り借 川)

f

No

1

2

3

名 称

本 館

書 庫

渡廊 ド

写 場 及
4

第1暗 室

種 目 ・
構造

事務 所 建
RC・ 地i-.

2階 ・地 ト

1階_

倉 庫 建

RC,3階

雑 屋 建

RC.'1嫁

雑 屋 建

木 造 平家

建面積
延面積

建 築IN。

年 月 日1

mZ

468.26

1,192.72

64.63

201.80

3

一3

り

姐

Nri3.8.30

62.80

.1

名 称

準備室及
5

第2階 室

a10.1.25

(//32.11.303階増 築)6

ii10.1.257

ii13.1.8

渡 廊 ド

唯 庫

学

室

粥

験

イ保
部
実

0
0

種 日 ・
構造

雑 厘 建

木造平家

ノノ

ノ'

事務所建

RC,2階

建面積
延面積

建 築年
月 日

一一

m2

35.121Tji13
.1.835

.12

鈴26㌧1a翫25
20・26i

27.96

27.96

338.41

663.31

ii15.9.11

a37.3.28

s

z



2建 物の平面図

(1r皆)

q
「
d

り
ー

°

膠
.
戸

(Lf三)隆)r∬ ・薯{3【二皆

は2[;皆 に1司 じ

(2r皆)

8



w

芸 能 部 庁 舎

保存科学部実験室

皿 上 地 ・ 建 物

r1階)

(2階)

注 各庁舎の縮尺不 同

9



Ⅳ 予 算

1歳 出 予算(43年 度～44年 度)

'
＼ 、 区 分

1

、1

、 人 件 費 事 業 費 施設整備費 合 計
年 度.一 一 一 一 一 一 一一 一,1-一 一 幣一 一 ■,,一 　 一

昭 和43年 度 63,625F円 29,389千 円 2,?51千 円 95,765千 円

昭 和44年 度 70,015 30,648 146,331 246,994

2科 学研究費補助金交付 決定額(43年 度 ～44年 度)

∵∴
昭 和43年 度

昭和44年 度

一般研究 奨励研究

糊 金 劉 糊 金 額

5
千 円

1,290

3

2
千 円

200

7201 100

総合研究

件数1金 額

2
千 円

2,200

22,500

合 計

件数降 額

9
千 円

3,690

613,320

(研究題ED

乾隆コレクション絵画の復元
的研究

上杉神社蔵服飾類の調査研究

尊像別分類による彫刻の研究
一主として四天王について一

十二天絵像の研究

寺院芸能の研究一声明を中心
として一
奈良平安時代装飾文様の様式
史的研究

中世蒔絵技法の実証的研究
平安時代における浄土教美術
の総合研究
近世初期日本洋風美術の実証
的研究

43年度

(研究者)

川 上 溌

円 実 栄 子

猪 川 和 子

柳 沢 孝

佐 藤 道 子

江 上 緩

中 里 寿 克

高 田 修

岡 畏 三 郎

(金 額)

730,000円

230,000

100,000

1so,000

100,004

100,000

100,000

1,100,000

1,100,000

(摘 要)

一・般 研 究C

//

一般 研究D

//

!f

奨励研究A

/!

総合研究A

n

鳳



Ⅳ 予 算

(研究題目)

歌舞伎難子付帳の研究

寺院芸能の研究一声明を中心
として一

竹内久一と明治彫刻

考古学資料の不接触精密復製
法
平安時代における浄土教美術
の総合研究

南北朝を中心とする日本中世
美術の形成過程の研究

44年度

(研究者)

浦 山 政 雄

佐 藤 道'子

中 村 伝 三 郎

石 川 陸 郎

久 野 健

川 上 浬

(金 額)

500,000円

100,000

120,000

100,000

1,250,000

1,25U,000

(摘 要)
一般研究C

iiD

uD

奨励研究A

総 合研究A

〃

w

lI



V研 究活動及び事業

1研 究 活 動 脅

(1)美 術 部

美術 部は日本 ・東洋 の古美術,日 本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連 のある西洋美

術 につ いて の),1的 調査 と馴"」的研究を行ない,そ の成果を公表す るとともに,美 術

に関す る研究資料を作成,収 集,整 理 し,こ れ らの資料 を 一・般 研究 者の利 川に も供 し,

k術 の学術研究のための資料セ ンターの役割 も果 してい る。現在3室 に分かれ,占 美

術関係は第 ・研究 室,近 代 ・現代 ・西洋美術 関係 は第二研究室,資 料関係 は資料室が

争い'iする。

調査研究 は美術部3室)り嘱 研究員 の専門領域 を中心 と して実証的 に進y)ら れて いる

が,学 界現 ドの動 向を把握 するとと もに将来 の趨 勢を洞 察 し,ノ∫法において も成果 に

おいて も,基 礎的 ・先駆的役害旺を果 して,広 く永 く学界 に寄 与すべ く努y)て いる。 そ

のためIE要 な る周題 に関 しては共 同研究 を行 ない,ま た当部独 自の光学的 ・化学的研

究 法を活 川 し,す で に多 くの成 果を収y)た 。

これ ら業績 は当部 の機関誌 「美術研究」(昭 和7'f三創1:ll,年6冊 発行)に 発表 し,

大部の成 果は随時 単行 の研究報告書 として1=iJ行す る。また毎年のわが国)こ術 界全般 に

わた る動向を調査 し,客 観的資料の提供を主眼 として,「 日本)き術年鑑.】を編纂発行

してい る。

研究資料の収集 ・作成な どに関 しては,当 部の前身た る美術研究所 として発足以来,

調査研究 とともに力をそそいで来たが,現 在それ らの資料の蓄積 も多 く,部 外研究 者

広 く海外の研究 者のため,あ るいは文化財 関係 の事業等 のために も大 きな寄 与を して

い る。作成 保有す る資料公 表の一と して,定 期的 には毎年,日 本 ・東洋古美術な らび

に近代 ・現 代 ・西洋美術に関す る雑 誌論文 および単行 図書 を分類集録 した文献 目録を

編 纂 し,「 日本美術 年鑑 」 に掲載 している。 古美術 関係文献 については さらに増補訂

正を加えて一定の年次をま とめてすでに数 冊刊行 したが,今 後 もこれが継承 に努めた

嚇
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V研 究活動及び事業

い。

以上のほか,調 査研究成 果を簡潔 に整理 した形で公表す るたy),毎 年1回 公開学術

講座 を開催 している。

また当部の黒田記念室は,r術 研究所設立のため遺 産 と遺 作を寄付 した黒川清廷軍の

作晶および関係資料を保管 してい るが,毎 週1回 一般 に公liiJしてい る。

A研 究 ・調査活動の概要

・

1・

○各研究 員それぞれ専1"」領域 を中心に調査研 究を進y)る とと もに,主 要な問題 をと ら

え共 同研究 を実施 して来 ているが,43年 度 には第一・研究室及 び資料室 所属研究員 の共

同 によ って文部省科学研究費総合研究 「耳∠安時代 における浄上教X術 の総 合的研究」

(代表者高田美術部長他8名,所 外6名)を 実施 した。浄 一L教思想 と美術,浄 上変相

及び来迎図の展開 とk要 遺品の研%u,定 朝様阿弥陀像の成 、Zとその変遷,大 陸に於け

る浄土変関係彫刻及 び敦焼の浄土 変相 図の研究 の課題 の もとにそれぞ れ調査研究を行

ない,特 に窟貴 寺阿弥陀堂の壁画 ・板絵の精密 な調査をな し,法 構 も}の阿弥陀 一樽:な

どについて は光学的方1に よる詳細な調 査の結果,製 作年代 などに関 し更 に考究すべ

き資料 も得,ま た10世 紀 のt要 彫刻を調 査 し,表 現形成の相逮や展開 について解 明す

るところがあ った。

この総合研究 は44年 度 も引 き続 き行 ない,12世 紀 の代表的作であ る心蓮社蔵来迎図噺

伝 清海 愛茶 羅などについて光学的 ノ∫法によ り洋 細な調査撮 影を実施 して,そ れぞれに

新 たな成 果を得,ま た 千 院 の阿 弥陀像を*Ill査し,従 来 知 られなか った胎 内の構造 な

どについて明 らかに した。

043年 度にはまた第二研究室を中心と し,文 部省科学研究費 による総 合研究 「近f)r初

期 日本洋風美術の実証的研究1(代 表 者岡第.:研 究 室長他8名,他 部1名,所 外7名)

を前年度に引 き続 き行ない,1こ 要遺品に関する光学 的 ・化学的研究,洋 風 画に関す る

文献資料の収 集 と遺品の詳密調査,明 末清 初の中国絵画 における洋風技法摂取の様態艶

ヨー ロッパ美術 との関係等 について調査研究を 進めた。 その結 果 「婦女弾琴図」等の

光学的 ・化学的研究によつて,… 部の顔料 などに東南 アジア原産の ものの使用が明 ら

か とな り,ヨ ー ロッパ美術 との関係 においては16世 紀後半 アン トワープを中心に作成

され,キ リス ト教 布教 に用 い られ た版 画が わが国洋風画の源泉をな して いる点な どに



ついて解明す る等大 きな成 果を得 た。

044年 度では資料室及び第一研 究室員に よって文部省科学研究 費総 合研究 「南北朝を

中心 とす る中世美術の形成過程 の研究」(代 表者川上資料室長他6名,所 外3名)を

行な った。-L佐 派の成立を中心 とす るやま と絵の動向,宋 元画の摂 取 と漢画のilti起,

南北朝 におけ るIIFの変遷,仏 像彫刻の変遷,仏 師系譜,陶 甕の基礎 的整理な どの、;果題

の もとに調査研究を進めたが,殊 に正木美術 館所蔵絵1画1[;:蹟・断橋 妙倫 墨蹟 ・笠置¥

縁起等の調査撮影によ って貴電な資料を多 く得 た。

○第二研究室全員によ って,44年 度よ り向 う4ケ 年計画の もとに,特 別研究 「i体 近

代美術の発達 に関す る明治前期,中 期の基 礎資料 集成 」を開始 し,新 聞 ・雑誌その他

の 基礎資料を もとに明治初 年か ら編 年的 に美術関係の教 育 ・施)1LIIX・展覧 会 ・{り院 団体

等の調査を行 ない資料の収集 に努 めた。

○資料室を中心 とし美術部全員の共同作業 に係 る特別研究 「明治以降 日本 ・東7羊美術

史学 の発達 に関す る研究」 は昭 和40,r以 来行な って来 たが,目1㌍ ・叫{洋占)芝術文1獣

口録」(昭 和11～40年)は1200誌 に及ぷ定 期刊行 物の調査,約4万 件の採録 文献の分

類 ・整理等を完 了し,44年3月 これを刊行 した。本11録 は昭和16年1:ll行しナこ「東洋美

術文献 口録」 に続 くもので,学 界の久 しい要望で もあ り,そ の寄 与す るところ極めて

大 といえ る。

○第 二研究室 を中心 とす る現代美術 の動向調査は継続 して行なわれ,日 口喫 術年鑑 」

と してその集積 した年度資料を各年毎 に発表 した。

0各 研究 員の調査研究及び2,3名 による共 同研究等の概要 につ いて は各白の 研究調

査活動 の項を参照 された い。

○各個な らびに共同の研究成果 は美術部刊行 の 「美術研究」 に逐次発衣 されてい るほ

か,学 術 誌その他の論文,学 会に おける発表等の形で公表 され,美 術史の研究発遠に

寄与 してい る。

また調査研究,作 成資料な どに おいて は文化財関係の行政 ・教育 などの画 にも協力

した。

B研 究 題 目
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高 田 修(美 術部長)
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V研 究活動及び事業

〔1〕 イ ン ド占代 中il!:美術 史 の 研 究(43)

〔皿〕 仏 教 美 術 の研 究(43)

t

中 川 千 咲(美 術 部長)

〔1〕 近世工芸意匠 に関す る研究X43～44)

古九谷 ・古伊万 里を中心 と した1二装意匠 についての調査研究

〔皿〕 近代 陶芸の調査研 究(43～44)

明治大 正初 頭におけ る陶芸界の動向を中心 としてのidid/l:研究

〔皿〕 南北 朝陶甕の基礎的整理(44～)

科学研究費総合研究 廟 北 朝をli・心 とす る 日本中μ1:美術 の形成過租 の研究」

の分担課題 と して44年 度 よ り行 な う。

'

久 野 健(第 ・研究室 長)

〔1)平 安初期彫刻の調 査研究(43～44)

日本各地に分布す る'ド安初期の彫刻を広 く精査 し,諸 遺品の様 式的関係 と技

法,流 派等を明確にす る。また天W寺 代の彫刻 と、F安初期木彫 とOD関 係を考

察 し,平 安木彫の誕生について研究す る。

〔皿〕f'倉 初期 彫刻 の研究(43～44)

平安初期の仏像の諸遺品を調 査し,院 政期におけ る新様o)発 生 を明 らかに し,

これ と鎌倉初 期の彫刻 との関係を 考察す る。あわせて,運 慶様 式の誕生 につ

いて研究す る。

〔皿〕 光学 的方法によ る口本彫 刻の調 査研究(43～44)

X線 γ線等 を利 川 した光学的 方法によ り,わ が 国の飛烏時代か ら鎌倉時代 ま

で の1}-1彫刻 の内部構造,造 像 法を検討 し,真 偽 の判定 にも役立つ よ うな基礎

資料を集 めることに努 めてい る。

柳 沢 孝(第 ・研究室)

〔1〕 口本仏教絵画 史の展開に関す る実証的調査研 究(43～44)

平安鎌 倉期 におけ る仏教絵画遺品,特 にその基 準的作例 につ いて光学的方法

15
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を援用す る実証的調査 を実施 し,そ の材質技法等 の解 明,様 式 的特 色の追究

を行 ない,一 方各主題に関す る図像学的考察 を加 え,こ れ らの総合 によ り日

本仏教絵画の史的展開を大系づけ る。

〔∬〕 白描図像 の調査研究(43～44)

密教絵 画研究 の一環 と して平安鎌倉時代 に描かれた多数の 白描図像類を調 陛

し,伝 写の系統 を明 らかにする と共 に編年的な整理 と考察 とを行な う。

〔皿〕 敦煤請 来絹絵 に関す る編 年的研究(43～44)

敦焼請来欧 米印所在の絹絵 に関 し,特 に年代 の知 られ る作品を 中心 と して,

その編年的考察 を行ない,大 陸 における仏画の展開 並びに 日本仏画 との関辿

を探求す る。

、

田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 古筆嘗道 の展開の研究

一併せ て古筆 にかかる国文 ・国史研究新資料の、凋1命託(43～44)

平安朝の芸術活動 の顕著 な一面 は線 によ ってrを 表現 した草仮 名瀞道であ る。

これ を中心 とす る古筆書道 の研究に よって時 代精神を発兄 し,」1.つその問 に,

国文 ・国史学等 に有益で あ り乍 らその方面 の111/t・iの注意 に入 らぬ新資料 を指

摘 す る。

〔II〕 和漠の墨蹟特に遺 晶稀少な る作者の":1'4,,..蹟の研究(43～44)

平安以来の書道 よ うや く平板に陥 ろ うとするときtと して禅宗 にと もな って

輸入 された宋元書 道の研 究は,日 本 警道 史上一 つの転換 を取 りあげ る ものて

あ って全書 道史中の要 枢であ る。

〔m異 体字の歴史的変遷の うち奈良時 代の異体 字の研究(43～44)

漢字 には同 じ音 と意味で も字体 の異な ってい る所謂異体字 が少 くな く,そo)

時代的変遷は文字学上は勿論書道史上に研究を忘れてはな らぬ 重要な問題 て

あると共 に,実 践的の面で も古文,1}:・古文献の釈読に必要不可欠の根抵をな

すので ある。

、

猪 川 和 子(第 一研究室)
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V研 究活動 及び事業

〔1〕 平安,鎌 倉時 代彫刻の調査研究(43～44)

全 国各地 に分布す る、ド安 ・鎌倉 ・南 北朝時代 の彫刻を調II.し,資 料の蒐集整

理 を行 ない,時 代 ・作風 ・作象の系統等 を研究 する。

〔皿〕 尊イ象男U分類 によ る1,彫刻の{肝究(43～44)

〔1〕の研 究を さらに展開 させ,尊 像別にそれ らの作例 を整理 し,諸 像の諸相

を明 らかに し,彫 刻におけ る図像的 考察 を行 な う。

〔皿〕 彫 刻作 家に関す る研 究(43～44)

各時代 の彫刻作家について,1乍 晶及び文献等の資料 を蒐集整理 し,そ の系譜

を明 らかにす る。

宮 次 男(第 一・研 究室)

〔1〕 絵巻物 の研 究(43～44,

絵巻 の遺 品について網羅的に調査 し,そ の編年的研究 を行 な うことによ って,

様式 の変遷をあ とづけ,時 代的 ・流派的特色を明 らかにす る。

〔H〕 仏教説話 図の研 究(43～44)

法華 経 ・金光明経 および浄E:教 関係経 典所依の説話図について遺品の探索調

査を行な い,口 本 におけ る経絵図相の定着について検 討す る。 ・

〔皿〕 肖像画の研究(43～44)

主 に似絵 ・高僧像 ・頂相 を対蒙 と し,影 像 と似絵の関係,高 僧像 ・羅漢画の

時代的特色 と様式 の変遷,頂 相 におけるn本 的特質な どを検討す る。

φ

w

戸 田 禎 佑(第 研 究室)

〔1〕 宋元時代人物画0)研 究(43～44)

主 と して 羅漢 十i{図 の遺品 の資*ミ1蒐集,整 理 を行 ない,こ れに体系づ けを試

み よ うというもの。
¶咽ワ

〔∬〕 南北朝時代道釈 画の研究(43～44)

中国宋元 仏画 と 日本のiL釈 画との関係 を基礎資料蒐集 に力を注 ぎなが ら行な

う。

〔Ⅲ〕 明清画 と日i禰 画の1廻係 の研究(43～44)
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江戸時代に舶載された明清画の日本南画に与えた影響を具体的に指摘する。

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(非)

〔1〕 日本古代 中世絵画史の研究

(1)奈 良時代絵画 につ いては正倉院収蔵絵画遺品 およびボス トン美術館所蔵 「法

華堂根本曼茶羅」の調査 と研究を続行 。

② 平安時代絵画 について は源氏物語絵巻 と源氏絵 の系贈,四 天王寺等所蔵扇面

法華経 などに関す る調査 と研究を続行 。

〔II〕 中央 アジアおよび敦燈絵画の研究

(1》 フォッグ美術館所蔵 の敦煙壁画断片に関す る1凋査研究。

(2)ギ メ美術館所蔵敦煙絹絵,と くに開元銘老僧像の調査研究 を続 行。

}

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

〔1〕 近世初期洋風美術 の実 証的研究(42～43,共)

科学研究費総合研究 の代表者 として参加 。

〔II〕 明治末 よ り大正期へか けての新絵画運動 につ いての研究(43～44)

フ ユーザン会後 の在野 団体の運動を主 として。

〔皿〕 明治初期洋画家 の伝記資料作品 の調査研究(43～44)

前年度 よ り継続 中の横 山松三郎 ・山下 りんの他,工 部美術学校 出身画家 につ

いて。

〔Ⅳ〕 日本近代美術の発達 に関す る明治前,中 期の基 礎資料の調査研究(第 二研究空

全員 による特別研究)(44～47)

新 聞 ・雑誌 ・その他 をもとに明治初年か ら編年的 に美術関係教育施設 ・展覧

会 ・博 覧会 ・研究 団体等 につ き調査 を行 ない資料 を収集 する。

関 千 代(第 二研究室)

〔1〕 幕末明治初期 日本画 につ いての調査研究(43～44).

(1)皇 居杉戸絵 とその関連資料 についての調査研 究一 揮竜画家伝記資料並 びに造

営関係文献 の調査

、



つ

② 同期主 要画家の伝記資料の訓1査

〔皿〕 大正期 日本画 についての鯛査 研究(43)

(1)土 田麦仙書 簡及資料の調査 研究

② 国画創作 関係作 家資料 の調査

〔Ⅲ〕 現代 日本 画の動向 に関す る調査 研究(43～44)

(1)随 時 開催の 日本 画展の調査 と資料 の蒐集

② 本 年度 内物 故作 家の伝 紀資料 の調査他

V研 究活動及び事業

〔Ⅳ〕 近 世初期 日本 洋風 美術 と日本 画との関連についての研究(43～44)

坂 本 満(第 二研究室)

〔1〕 近 世美術 にお ける東西交流(43～44)

16・17世 紀 の日本におけ るキ リス ト教布 教に伴な う洋風 美術の1調査 とその源

泉 としての欧洲美術,と くに銅版 画の調査(パ リ国 、Z図、IF館版 画部において)

およびその整理 と研究を継続 してい る。

〔皿〕 マニエ リスムとバ ロ ック美術(43～44)

16世紀 の_一.,_エリスム中,と くに国際様 式の研究(こ れは 〔1〕に関連がある)

と建築 を中心 としてバ ロック美術 の研究 を続 行。

'

陰 里 鉄 郎(第 二研究電)

〔1〕n大 正 ・昭和初期絵 画のllll査研究(43～44)

万鉄 圧郎について

〔II〕 初期洋風美術 の調 査1り1究(43,共)

第1次 洋風)さ術 について

〔皿〕 現代美術の調 査研究

川 上 浬(資 料室長)

〔1〕 中国絵画史の研究(43～44)

中国絵 画史研究 の基礎作業 として,宋 元 明清画家の作 品および伝 記資料 の蒐

渠整理を継続。

rs
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〔皿〕 乾隆 コ レクシ ョン絵画の復元的研究(43,共)

昭 和43年 度文部省科学研究費一般研究C。 現在散侠 した清朝の乾隆帝 の絵 画

蒐 集を復元 して,そ の全貌 と性格 を把握す ることを 目的 とす る。協 力者戸田。

〔Ⅲ〕 宋元 仏画,就 中羅漢十」三図の研究(43～44,共)

東京大学 東洋 文化研究所鈴木敬を代表者 とす る昭和43・44年 度 文部省科学研

究費総合研究Aに 分担 者と して参加。

〔Ⅳ〕 南北 朝を中心とする 日本中世)き術 の7f成 過程 の研究(44～,Jl>

昭和44年 度文部省科学 研究費総合 研究A。 代 表者と して 中川 ・川村 ・猪川 ・

宮 ・戸川および東 京園立博物館海 老根聰郎 ・中島純 司 ・東三1ぐ学芸大学赤沢 契

二:と研多七」班を紐織 。

b

田 実 栄 子(資 料 室)

〔1〕 近tU:初 期 染 織llllの研 究(43～44)

ヒ杉 神社 所 蔵 の 伝 上 杉 謙信 ・上 杉 景 勝 所 用 服 飾 類 の 、凋 疏 ・研究 を 中 心 に 徳lli

家 康 所 川 服 飾 類 等 同i時代 の 服 飾 類,名 物裂 系統 外 斗(裂の 調 査 ・研究 を続 行 。

〔H〕 ノ」、芋iiiO){り乎ラ埴(43～44j

形 態 の変 遷,模 様 の 様 式 並 び に 技 術 ・技 法 の 変 適 ・進 展,川 布 の地 質 の 調1鉦

研 究 を続 行 。

〔Ⅲ〕L.T.充ICI勺染糸哉0)、碁副査 ・1肝くグ巳/43～44,

わ が 国 に お け る伝 統 的 舅と織 品 並 び に そ の技 術 ・技 法 の 調 査を 機 会あ る毎 にit

な って研 究 を続 行 。

〔Ⅳ〕Lイt多 芝の1班ラビ(43～44)

'kと して 東 京 国 立 博物 館 保 管 の 卍倉 院 裂 ・法隆 寺 裂 を調 査対 象 に 研 究 を 続 行 、
ヤ

永 雄 ミ エ(資 料室ク

〔1〕rl本 ・東洋 美術 史の文献学的研究

辻 惟 雄(資 料室)

〔1〕 初期 狩野派 の研究(43～44)
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V研 究活動及び事業

正信 ・元信か ら松 栄 ・永徳にいた る初期狩野派 の展開過程を各画家の伝紀 ・

作 品の研 究 とあわせて検討す る。 すでに元信 に関 して は一応の研究をすませ,

今 後は松栄お よび永徳周辺に うつ る。

〔皿〕 江戸狩野の研究(44)

探幽 ・尚信 ら,い わ ゆる江戸狩野の形成過程を明 らかにす るための研究に着

手 する。

〔皿〕 江戸 における表意主義的画家の系譜の検討X43～44)

岩佐又兵衛 ・狩野 山雪 ・曽我蒲 白 ・白隠 ・長沢旙雲 ・伊藤若沖 ら,江 戸時 代

の画壇において独得 の個 性的 作風 を・」七す画家たちの伝記 ・作品 および美術史

上におけ る意味の研究を続行。

〔Ⅳ〕 葛飾北斎の挿絵本の研究(44～)

と くに読本挿絵の持つす ぐれた創造 的性格を資 料の収f,;と検 討を通 じて解 き

明 そ うとす る。

江 上 綴(資 料室)

〔1〕 平安 朝の絵 画的料 紙装飾の研究(.43～44♪

平安朝の料紙 に施 された絵画的装飾を絵画 史的 見地 か ら研究 する

〔皿〕 日本 古代 文様の様式的,形 式的 研究(43～44♪

口本 占代文様 金般を様式 ・形式の1畑1「}1から研究す る

'

関 口 正 之(資 料室)

〔1〕 密教 画にiす る研究(43～44)

レニ天絵像 ・愛 染明iこ1画像を対蒙 として取L一げ先ず 図像学的 に検11」し,次 い

で技法様式 に関 し考察を加え る。

〔皿〕 浄L教 【面llこ1莫」づ一,,〉{り『りiピX43～44)

阿弥陀 来迎 図 ・浄i変 木日図を中心 に行 な う。特 に来迎図の変化 に富む展開を

あ とづけ る。

〔　1〕 人理国仏画に関す る研究/43～44)

故宮博物院蔵の 仏画巻 に描かれた諸 尊を図像学的に検討す ることか ら始 め,
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その表現 の特色 と西 域 ・西 蔵美 術 との影 響関係 を検討す る。

中 村 伝 三 郎(主 任研究官)

〔1〕 明治以降 の主要彫刻家 の伝記資料及び作品 の調査研究(43～44j

(1)明 治彫刻 の近代的蘇生 に尽力 した先覚者,竹 内久一の業績について調査。

(2)前 々か ら執筆 中の荻原守衛のく生い たち一在郷時代〉について,後 出の資料

を もとに改 めて考究。

〔H〕 昭和初期の彫刻団体,構 造社の調査研究(43～44)

明治以降 におけ る数少い彫刻運動の先駆的意義を もつ構造社 について。

〔皿〕 現代 口本彫刻界の動 向についての調査 研究(～44)

当美術部で年 々編 集,発 行 している 「日本美術年鑑」 のたy)の 現代 美術 関係

資料の蒐集調査活動の一環 として,特 に彫刻界の動向をlll心に常時 調査 考究

している。

上 野 ア キ(主 任研究官)

〔1〕 大谷コレクシ ョンの研究(43～44)

同 コレクシ ョンの全貌 把握のため諸種の資料の収集につ とy)る と共に個 々の

作品について様式的検討を加 え る。

〔皿〕 中央 アジア古代絵画史研究(43～44)

西アジアと中国本土の中間にあ って独 白の発達を とげた中火 アジア占代絵画

につ いて,主 として交渉史的 立場か ら様式の 考察 を行な う。

〔皿〕 敦焼絵 画研究(43～44)

敦煙壁画及びいわゆ る敦煙画についてその展 開過程 を探 る ことを日的 とす る。

C研 究 ・調査活動(蟹 響 無 月より昭和44イi三12月)

中 川 千 咲(美 術 部長)

〔1〕 については古九谷 大Ⅲ1を中心 として文様 を収 集 しつつ分析整理 を試 み,ま た

南 蛮屏風 に現われた工芸品について調査 した。

〔皿〕 において は明治末大正初頭の陶磁を 中心 に工芸に関す る文献,及 び東京国立

22
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V研 究活動及び事業

樽 物館 ・東京芸術大学所蔵の工芸作品,出 光美術館蔵の板谷波山写生帖 ・下図類の調

査 を行な った。

〔皿〕 に関 しては群馬県立 博物 館 ・伊勢崎市 立図、1瀦などにある主 に占瀬戸作品 に

ついて調査 した。

なお43年 度には平安時 代漆芸品,特 に仁 和i・.」.蔵の蒔絵宝 珠筥及 び関係資料につ き調

査 研究を試みた。
L

久 野 健(第 一研究室長)

平安初期彫刻の調査研究のたy)昭 和43年 度においては,4川 こ観心 昂の如意輪観 音

像,9月 には唐招提寺 ・新薬}}li了・i・.J'の仏像調 査,10月 には元興 寺薬師如来像,44年 の3

月には奈良博物館において橘 、¥の口羅像,弘 仁 寺のりj星夕1三薩1象東大 寺の弥勒像等の調

査撮影を行な った。 さらに44年 度 にも引きつ づき平安初期の彫刻 の調査をつづけ,6

月には比叡 山延暦寺の諸像の調査,12月 には新発 見の滋賀県 「isl;,神社 のr-一 観音像,

菩薩立像,充 満寺の諸像等の調査撮影を行ない,多 くの成果を得 ることがで きた。ま

た鎌倉初 期彫刻の研究に関 しては,43年10月 に常 滑市附近 の諸像 を調査撮影 し,44年

5月 には,九 州仏教美術展出陳0)諸 像を調査撮影 し,12月 には,千 葉ll∫天福 寺の本尊

よ り建長8年 の銘が発見 され,調 査を依頼 された たv)に 同像 を精査 した。光学的方法

によ る日本彫刻の調査研究 では,保 存科学 部の登石 ・江本 ・石川の諸氏 と協同にて,

主 として小銅像及び押出仏の研究を行ない,多 くの基礎資料 を得 ることがで きた。

ψ

柳 沢 孝(第 一・研究室)

〔1〕 平安鎌倉時代イ∠、教絵画の代 表的遺晶0)う ち,密 教関係 として,西 大 、i・.1'十二天 ・

1`∫蓮院i!1=J不動 ・明王院赤不動 ・持光 寺普賢延命 ・藤山美術館両部大経感そ尋図な ど,釈

迦関係で は応徳浬繋 ・釈迦 金穂出現図な ど,浄 土教関係で は法華 寺阿弥陀_..1>W.及び童

子 ・伝清海曼茶羅 などの絹絵遺 品のほか,富 貴寺大党 ・二千院阿弥 陀党の壁画な どに

関 し,光 学的方法 によ る洋細な実証的調査を実施 した。〔∬〕〔m昭 和43年11月 よ り

44年1月 までの間,欧 米な らびにイ ン ド所在の 日本及び敦煙請来の仏教絵画を調査 す'

るた め出張 し,特 に米国では 口本仏教絵画の重要作例 に重点を おき,ボ ス トン美術 館

とプ リア)き術館等で調査 し,ま た 白描図像 に関 して は,ボ ス トン美術館 ・ロスァソゼ
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ル ス州立美術館 ・ニ ュヨーク公衆図書 館等において調査 を行 な った。 さらに敦煙将来

絹絵についてはイギ リス ・フ ランス ・イン ド及び米顧の各美術館収蔵品を調査 撮影 し

た。

田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 個性的 な書風を見せ る藤原定 家の筆蹟 の研究 に関 し,今 年度は従 来知 られ て

いない彼の苫写によ る長秋記 の断片二葉 を発見 し,流 布本 にない貴重な部分を 含む 乙

とを考証 し発表 した。〔皿〕 今 日灌滅 もしくは行方不明の墨蹟を研究す るにイ∫益な'二・

文献で ある江戸初期の江 月宗 玩の 「'.4'..L蹟之写」 によ って,和 漢の 墨蹟,特 にその伝 栄

を調査研究 した。〔皿〕 かね て準備中 の 「異体字時代別表覧1の 作成 については,i

年度 は奈良時代 の仏典 ・漢籍写本か ら異体字 を収 集整理 した。

なお総合研 究(A)「 南北朝を 中心 とす る日本中世美術の形成過程の研究」 に 【過

渡期 としての南北 朝における書風 の変遷の考察」を担当 し,貞 治:年 の仏 日庵公物 目

録 に 自賛頂相が載 りなが ら,従 来稀有 でなおざりにされて きた断橋妙倫の 墨蹟 につ い

て,熱 海美術 館蔵の一幅 を中心 と して研究 し,そ の"一.14の淵源 として南宋 の11隊 呉 説

を指摘 した。

猪 川 和 子(第 一一一lilfv')

昭和43・44年 度は研究題 目の 〔II〕「四天王彫像の研究_iの ・部で ある,1'!li:紀の

基準作例に見 られ る平安初期 以前 とはやや異 った形式 の諸像 を中心 と して,こ れと同

系 の形式の諸像の整理考察を行ない,ま とめる ことに電点をu't.いた。 レ田:紀の,1輯ll作

例を所蔵す る諸寺の宗教的背崇の考察,並 びに経 軌によ る図像的 考察に資す るたy),

文献資科の蒐集 を行な った。 この種 の形式を受けつ ぎ,最 も完成 した美 しさを示す浄

瑠璃寺 の四天王像 につ いて,京 博 ・東 博および寺において華麗な彩色 ・切金文様等細

部の原色撮影 と調査 を行 なった。 さらに六波羅蜜寺 ・延暦寺 ・金剛峯寺 ・兵庫 温泉 与・

東楽寺 ・愛 知普門寺 ・岐 阜願興寺他,未 調査 の ト余寺を実査 し,論 文 として美術研究

に発表 した。〔1〕 については,九 州 の仏教美術展 出陳 の全 彫刻,及 び観 世音寺 ・富

貴寺他の作例を実査,ま た,三 千院修 理の機 に,阿 弥 陀三尊像を精査 した。 〔皿〕に

関 しては南北朝時代の作家及び作 品の 目録 を作 成,作 品数点を実査 した。
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宮 次 男(第 一・研究 室)

絵 巻 過 去数 年にわた り続けて きた,.ij:俊本一遍上人絵伝 の諸本の調査を43fド41」の長

野 金台寺 本 ・東博摸本の調査で一応 終了,そ の結 果を 「遊行 ヒ人縁起絵巻」(角川,陰店)

その他 に発表 した。また,43年 秋 か ら44年春 にかけてL佐 光 信筆絵巻類を調 査,結 果

の一部 は美術研究2601.」に発 表。

仏教説話 図43年1刀 ～9)JにL1連 救母説話諸本 の調 査を行 ない,併 せて 目連救母経

絵 とわが 国六道絵 を比較検討 し,美 術史学会 に発 表,り」にIII術23%,・)訓1∫ 研究255

号 に発表。44年6月 ～9月 に金 光明最勝E経 の経文 と経絵の対応及び経絵の定着 方式

について,中 尊寺蔵の同経金字宝塔愛茶羅 ・長福 ぴ蔵 金光明経 見返絵を研究調 査し,

その結 果は仏教芸術44=;に 発 表 した。

肖像 画等 羅 漢 ・十ユ三図については44年5月 以降,高 野山 ・堺 市 ・人分県 ・福岡県 ・

群馬県 ・茨城県等 の 寺院 を調査,ま た44年10)7～11)Jに は京都御所 の小野道 風像 及び

東 山御文庫の後烏羽 天曳御 影 ・柿本人1像 を調 査した。

9

戸 田 禎 佑(第 一・研究室)

宋 元絵 画史,就 中,元 代 人物 画の基礎 資料の蒐集につ とy),こ の間43年10)]に は米

国 ク リーヴ ラン ド市,ク リーヴ ラン ド美術館 に於 て行 われ た元代)`q術展 のシンポジウ

ムに参加 し,璽 に米 國各地 の元代絵 画遺品 の訪1硫を行な.,た 。 これ らの調1能の 結果

は,45年6月 に台北 で開 催され るr定o)[「11iq絵画 に関 」嗣る国1際シンポジウムの場 で発

表す ることにな ってい る。

この他に,日 紹 こ舶載 され た中国絵画の うち明清画 の遺品 を集中的 に調1イLし,写真

資料 の 蒐集 につ とy)た 。 これ はIf本 南画研究のための一助 となるはずであ り,目 ド,

具体 的に 日本南画 と関係あ る中国画の 博捜につ とy)て い る。

ヤ

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

43年 一① 工部)き術学校を卒業,ロ シ ァ正教の信 徒 として ロシアに留 学 し,宗 教 画を

学 んだ山下 りんの遺族が笠間市に,作 品が函館その他に存在す ることが判明 したので,

遺族 及び幽 館ハ リス トス 正教 会をたつね,伝 記資料 ・作Clni、の調査 研究 を行 な った。②



二

大阪市立博物館寄託 の主 として明治前期の各種 版画約千点 を調査。③ 京都府画学校他

美術教育関係を資料 を調査 した。

44年 一①前年 にひ きつづ き千葉 県八 日市場市 の須 賀教会,笠 間 市の遺族 の許で 山 ド

りん関係並びに工部美術学校関係 資料を見出 し調査 した。②神奈 川県 立近代美術館 に

於て小出楢重の作品百余点の調査 研究を行 な った。③本年 よ りiiiTし た明治美術の基

礎資料の調査 と収集 は,ま ず東京 ・京都を主 に,学 校 ・図書館 その他官公 立機関 にお

け る関係資料の種類 と所在の調査を行な っている。

●

関 干 代(第 二 研究室)

43年 一近世初期 日本洋風 美術 と,日 本 画 との関述につ き,長 崎 県杓 」松 浦『f料館 ・

長崎市立博物館他同県所在 の資料についての調査を行 な った。

大正期 日本画について,土 田麦仙 書簡資料 の蒐集調i,!/,Yすすy)た 。

44年 一塁居杉戸絵調査をま とめ るにあた り,杉 戸揮'8き画家の伝記澗 乱 並びに明治

宮殿造営に関す る資料 を得 るた め,宮 内庁 蔭蟄:陵部に履 々出向調 陛を行な った。また揮

塔者 については,関 西関係 は,出 張調査 し,又 地 方は郵便連絡等 によ り,略 その 口的

を達 し得 た。 その他,撮 影 の不備 をおぎなうなど,44年 は杉戸絵調 疏をま とy)る こと

に殆 んどの時間 を費 した。 そのほか,大 正期 日本画 関係で は,京 都国、レ近 代)芝術餌1に

おける土田麦仙展(4月)に 集 め られた下絵類 の調査 を行 ない,又,松 山市所蔵o)長

谷 川竹友関 係の資料 を若干入 手 した。

坂 本 満(第 二 研究 室)

1)昭 和42年11月 よ り43年10月 までフランス政府給費留学生 と して滞欧。 その 闘パ

リ国立図許館版 画部で主に 日本 初期 洋風 画の源泉 とな る銅版 画の調査に努めた。 それ

に関連 して,フ ランス国内各地 ・イ タリア ・スイス ・ベルギー'ド イツ ゜スペイ ン ゜

ポル トガル ・イ ギ リス ・ギ リシア等 の美術館 ・図書館 ・教会堂等 を訪ね て見学調 査,

および資料蒐集を した。

2)昭 和44年5月 九州(平 戸 ・長崎 ・島原半島 ・天 草),7月 佐野 市,1G・11月 関西

(大阪 ・京都 ・茨木市),12月 水 戸市等に主 に 日本近 世洋風美 術品の調査 を行 な った。

,
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陰 里 鉄 郎(第2研 究室)

① 先年度に引続いて総合研究初期洋風美術研究班に参加 して,開 国美 術展 におけ

る作品調査,長 崎市 の美術館 ・博物館蔵品の調査撮影を行ない,ま た平戸市松 浦資料

博物館 において江戸期洋風摂取 の源泉をな した 当時の洋書類を調査 し,複 写 した。

② 神奈川県立近代美術館の近代 日本美術資料展に参画 し,小 山家 蔵小 山正太郎関

係 資料 ・長野 市所在川 ヒ冬崖 関係資料を調査 し,明 治初期 洋画団体 ・洋画 塾に関す る

文 苫資料類を調査研究 した。同時に昭和初期洋画の小集 団の資料 を収 災 し調査 した。

川 上 浬(資 料室 長)

阿部 コレクシ ョン ・静嘉覚 ・井L房 一・郎氏 。エ{艮福 芋 ・藪本荘r.郎 氏 ・吉原一氏 ・小

曽根均 治郎氏 ・長崎 県立)き術 博物館 所蔵 および大阪 市立)き術館の 石濤八大 と揚州八怪

展 出陳 の中国画,静 嘉堂 ・正木)・rC術館所蔵および京都国f∠博物館o舛 置t邸章屏 画展 出陳

の 日本 中世絵画を調査 した。

中国画家研究 として は,清 代揚州画家の1人1[噛 の没年,最 初 の揚州往 訪の年次等

を概定す ることが で きた。

東洋文庫 に設 け られ た宋 史提要編 纂協力委員 会の …員として,昭 和36年 以来宋代史

年表 の作成 に従 事 していたが,44年1月 北宋篇 の刊行 を見 た。

9

贈

田 実 栄 子(資 料 室)

研究題 口の中,特 に力を注いでい るのは 「近ffl:初期染織 品の研 究」 で,昭 和43年 度

44年 度の 二年間には,「 ヒ杉神社蔵服飾類0)調 査 ・研究1が 昭和43年 度科学研究費補

助金の交付を受 けたこともあ.,て,米 沢の ヒ杉神社 には7回,名II渥 の徳川美術餌1に

は6回,山 口県防府ll∫の{罫1」博物 館 ・仙台ll∫博物館 ・宮城県 白石市 のli'倉家 ・宮城県

蔵王町 の刈 田嶺神社 ・水 戸の徳川家に各111」i,東京国 立博物館 には機会 ある毎 に実物

調査 を頻 繋に行ない,文 献調iと 平行 して研 究をすすめた。

小袖の研究,伝 統灼染織の調査 ・研 究,上 代裂の研 究は機会あ るごとに従来通 り,

所蔵 家や技術 の現場 に出向 いて続行 してい る。

辻 惟 雄(資 料室)
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初期狩野 派研究 については,昭 和43年 ・44年を通 じu術 館 ・西脇氏 ・大聖氏 ・

岡 田氏 ・聖護院 ・二尊院 ・藪本氏等 各方面の所蔵 になる元信 画 ・伝元信 画の調査撮 影

などによる元信画 の検討を続行,そ の結果を近 く 『美術研 究』 で報 告の予定で あ る。

科学研究費 による調査研究 について は,昭 和44年11月,岡 山 ・尾 道地方の絵 画遺品

の調査 に参加,狩 野松栄筆四季花鳥 図bbl・ 伝狩野永徳筆風流陣図屏風な ど新た な資

料多数 を得た。

江戸時代画寡研究については,昭 和43年7月 か ら12月 にかけr美 術丁帖』 に1奇 想

の 系譜!と 題 して岩佐又兵衛 ら5人 の画塚の伝記作lli1」を糸1イ介,そ の内容に さらに調 左

検討 を加え て昭和45年3月 美争i拙版礼よ り出版 した。 この間,ボ ス トン美術館 員 ヒ ・,

クマン氏と同道 して草加市 ・松阪市な どの 曽我蒲白の遺品を調 酎し,新 たな収 横があ

つ た。 まナこ昭 和44年 よ り鈴 木電三氏 ・築比1珂中助氏 らの所蔵 にな る北斎の1涜本挿絵の

調1V7NXIIi継 続 して いる。

,

江 上 繧(資 料室)

'i按朝時 代の料紙 装飾 の研究 としては,1三 として,西 乍願 も蔵1購:孔1'六 人集 の料

紙装飾 と静嘉堂蔵和漢朗詠集 残巻のそれにFL;,iを置 き,本 願 も'本孔f六 人集について

は,こ れまで余 りよい写真のなか った表紙 絵 と,現 在その ヒに補強 のたy)の 々紙 が貼

られて いて見 ることの出来ない見返 しの散 らし文様について もX線 透過法を川いて撮

影 と調 査を行ない,こ れを研 究 した。 この表紙 絵は数少ない'1彼 時 代の小画面絵 画の

遺 品の 一つ として賓 電な ものであ り,そ の研究 の結 果は近i,『 美術研究』誌 ヒにヲ邑ノ乏

の 予定 であ る。 日本古代文様全般 の様 式的形式的 発展 の研究 につい て も,現 在資料 を

加 えつつあ る。近 くその中のい くつかの聞題 を特に とり1:げ る予定 であ る。

■

関 口 正 之(資 料室)

平安時代初期美術の総合的研究 の中で絵画の調査を分担 し,西 大 寺十二天絵橡のX

線 撮影 によ る基礎的調査 を行 な ったが未完であ る。 これに関連 して密教画に関す る研

究 調査 をも行な い東寺十二天 ・五大尊像の調査 と原家旧蔵愛染明王 を調査 した。

平安時代浄 上教美術の総合的研究 において絵 画部 門を分担 し,阿 弥陀来迎図 ・浄i

変 相図 を対 象の中心 に して法華寺阿弥 陀三尊 ほか15件 の絵 画をX線 フ ィル ム ・赤 外線

9
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フ ィルム写真撮 影を寒 施 し基{礎的 調査を行 な った。また,阿弥 陀堂建築 内部の蟹 画(板

絵)の 調 査に関 しては大分県富貴 苛の調 査,京 都 矛 院(往 生極 楽院)の 仏後壁 画 ・

ノく井画の 調査 を実施 した。

・ゴ

中 村 伝 三 郎(i北 研究官)

43年 一{1)7年 前か ら,昭 和初期の構造社展で異色 作家 として謳われた陽戒二(昭

10夕勧 を顕彰 するたY)遺 族 に協力 していたが,「 陽成':彫 刻回顧展 、3,4～9・ 日本

橋 ・ときわ画廊」(紹 介 文執筆)の'起 現 をみ たの を契機 として,遺 族 の もとに遺 され

た資料を 中心 に,そ の周辺 及び現 存関係 者た ちを通 じて,彼 の所属 した構造社の活動

につ き調査 を深y)た 。(2)411,第1111i須 磨離宮 公瞬オ1野外彫刻展 ・10,1～11.5・ の

委 員を神 戸市 か ら依嘱 され たので,5月 中に現地 会場 を調 査 し,そ の王漿境 にふさわ し

い主 要テーマを協議決 定 し,招 待作家 を選出。10J)4日 現地での授賞作品の選考会議鋲

翌5日 の授賞 式に川席。

44年 一(1)8月1日 か ら新設開館の箱根 一彫刻0)森 美術館の開館記念展 「日本にあ

る ヨー ロ ッパ近代彫刻展1に 参画 し,個 人所蔵品をtと づ馬る展示1乍品 につ いての実地

調査 および選 定に協力。(2)第3【il【現代[i本 彫刻展 ・_10,1～11,10♪ の審査委員に

依嘱 されたので,91」 末 より10)J初y)に かけて会場の山 口県宇部に赴 き,同 時特別展

「日本 近代 彫刻 の史的 展望1の 調査を兼ねた。 なお,暇 をみつけ県 ドの諸 文化財 を見

学。(3)44年 度科学研究費 補助 金r・ 般研究D、 が[明 泊彫 刻 とノiり゚内久 ・-1に交1・」'さ

れ たの で,こ の調 査研究を続行中,,

r

?

上 野 ア キ(」 こ任研究 官)

研究 課題 は従来よ り継続 している ものて,1)43年 秋 刺 専東洋館 力{閉館 したたy),

同館の所蔵品 につi-<適時調'茨 続行 してい る。2)ま ず完全に中i文 化圏に属 し最 も

中園と密接 な関係にある トルフ ァソ地区の絵画遺品 につ きその様式 の変遷を探 ると共

に,東 西の接点であ る中央部のそれ につ いて も各国探険隊の将来資料 によ り考察を進

めてい る。3)壁 画 につ いては従来よ り引続 き資料収集 に努めてい るが,敦 煙画中の

幡 画仏伝図について様式 技法の検討 を進めて来 た結果を近 く公表す る。なお浄土教美

術 の総 合研究 に大陸 に於 けるr'f}[1.変相図の研究 を分担 し,b日 本の浄土教絵画の作例数
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点 及 び富費寺大堂の壁画調査 に参加 した。

D主 要研究矧 雛 欝 欝 放送礫 蕩他)

高 田 修(美 術部長)

② 僧院 と仏 塔一 イン ドにおける伽藍 の形成一

② 古典様式 のヴ ィシzヌ 神彫刻

③ 法隆 寺壁 画の主題

⑤ 法隆 寺の壁画 東 タ

仏 教 芸術69

z術 研究257

朝 日 新 聞(夕 刊)

6(国
、`五博物 館友 σ)会

43.11

44・3

43・5

43・5

b

中 川 千 咲(美 術部長)

① 板谷波 山(出 光美術館選書5)

① 明治 の工 芸(日 本 の美術41)

② 仁和寺蔵 蒔絵宝珠筥 の文様 につ いて

② 明治末大it三初頭 の陶芸

④ 東京都 下の工芸 品

X行41∫al卿冥ネL44・6

4ミ文'1詮44.9

X三1ポ」{り『1グピ25844・3

Xき{'ド∫{ひfり℃26144の12

)甦fイlj剖≦{り「グビi.1:43.6

久 野 健(第 一研究室長)

②古典美術の国風化

②平安初期における延暦寺の仏像

③日本の彫刻 その二つの系譜

③平安木彫展解税

④観心寺の諸像について

④関東の仏像彫刻について

④延暦寺初期の仏像

⑤奈良時代の文化

⑤日本の彫刻について

⑥上代の彫刻について 飛鳥一天平

⑤仏像彫刻の話

30

日 本文化 史概 論43・7

)こ律ナ1り「多冠260}ナ44.9

共 同 通信 礼43・7

東 京 国 立文 化財 研 究所)き術'.ii43・10

美術 部 研究 会43・7

神田 学.L会 館44・6

美 術 部研 究 会44・7

NHKテ レ ビ43・5

水 戸 文 化 セ ン タ ー43・9

東 京 国 立 博物 館 講 堂43・10

浜 松 市 公 会 堂43・12

■

,

L_



V研 究活動及び事業

⑤現代鑑定術 NHKFM放 送45・1

●

柳 沢 孝(第 一研究室)

①仏画(原 色日本の美術7,高 川修共若)

②道教の星曼茶羅

②仁平三年銘の持光寺蔵普賢延命絵像

②仁和寺宝珠筥納入の木製彩絵四天王像

③正倉院絵画作品解説(秋 山光和氏と共吾)

③白衣観音 ・九曜秘暦 ・馬鳴菩薩他六点

④仁平三年銘普賢延命絵像

④在米の仏画

⑤藤原仏画の展開

小 学館

国華911

美そボ了{ぴF多宅254

美術研究258

1E倉院の絵画.1

『在外秘宝』仏教絵 画

美術 部研究 会

//

美術部公開学術ll罎座

44.11

43・2

44・2

44・3

43・7

44・9

43・4

44・6

44・12

田 村 悦 子(第 一研 究室)

② 藤原定家書 写長秋記の別本の断簡 について)き 術研究259

②断橋妙倫 の墨蹟 につ いて 美術研究261

③「男蓑三郎絵 詞」 の断 簡を見いだ した ること

日本絵巻物全集(角 川版)月 報

n郎 絵 詞 学苑357

④ 藤原定家Iv:写記録切三種について 美術 部研究会

44・3

44・12

43・7

44・9

43・4

o

f

猪 川 和 子(筆 一研究室)

② 四天王彫像

一十世紀の基瓢ll作例を中心 とす る形制の考察一上

② 同

③1967年 の歴史¥¥i」一 のlirl顧と展望(中 世)

③平安木彫展解説

③平安後期 の)芝術`現 代教養百科辞典一美術)

④ 四天王彫 像

下



宮 次 男(第 …研 究室)

① 遊行L人 縁起絵 巻(角 川源義 と共編)

① 日本 文化の歴史6「 王朝のみやび」(竹 内理 三と共編

② 日本の地獄絵

②時宗の絵巻

②源氏絵の展開

②後'孔年合戦絵巻をめ ぐる二 ・三の問題(下)

②U連 救母説,活とその絵画

②地蔵菩薩 とU連 尊者

②足利義尚所持狐草紙絵巻をめ ぐって

②金光明最勝王経 金字宝塔愛茶 羅図私見

角川書店

学習研究社

古美術23

口/トこ美訓lf_L芸362

②大和文ll覧館蔵 「一遍 ヒ人絵伝 」断 簡をめ ぐって

④ 口連救母説firとその絵画一 口連救 母経絵の出現に因んで

第21回 美術 史学会総会於東京大学43・5

国 文 学 解 釈 と教 材 の研 究14,1

美術 研 究254

美争断{ヲ下究255

日 奪美術 工 芸371

美争ド」{りF究260

イ∠、教 芸術72

大 和 文ll略1

43・9

44・9

43・9

43・11

44・1

44・`1

44・3

44・K

44・9

44・IU

44・11

Q

戸 田 禎 佑(第 一研究室)

②沖黙筆懸ir:双清図

②元画十八羅漢図 について

③ 季潭宗jl3/j筆白衣観 音図

③李士達筆竹裏泉 声図

④董源 と巨然

④巨然に関す る諸 問題

④李公麟 孝経図巻 と伝馬遠西園雅集図 巻

④明末の絵 画

⑥宋 代史 年表(共 著)

⑥ 「中国版 画集成 」の書 評

⑥ ク リー ヴラン ド元代 美術 展について

美 争ドf史6543・5

)き1'ド∫{冴究26144●1

1㌃)魯争断2243・6

)き争1盲{ヲ干ラ宅26144・1

美 術 部 研 究 会43・5

東大 東洋 文 化 研 究 所 研 究 会43・5

美 術 部 研 究 会44・3

東 大 東 洋 文化 研 究 所研 究 会45・1

東洋 文 庫44・1

:≡三撃多22443・1

芸争断新 漏り144●1

r

働
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V研 究活動及び事業

秋 山 光 和(第 一研 究 室)研 究 員(非)

①ArtsofChina(1)-NeolithicCulturestotheT'angDynasty(関 野 雄 ほ か

四 氏 と共 著)講 談 社 イ ン タナ シ 。ナ ル43・7

① 絵 巻 物 小学 館43・7

① 王 朝絵 画 の誕 生 中 央 公 論 社43・10

①ArtsofChina(皿)-CaveTemples(松 原 三 郎 氏 と共 著)

講 談 社 イ ン タ ナ シ 。ナ ル44・7

② 唐 代 の 敦 煙 壁 画 一 フ ォ ッグ美 術 館 所 蔵 の 断 片 を 中 心 に 一 仏 教芸 術71号44・6

③ 正倉 院 絵 画 作 品 解 説(柳 沢 孝 氏 と共 著)日 本 経 済 新 聞社 刊「T=倉 院 の絵 画 」43・7

③ 海 外 美 術 館 所 在 日本 上 代 中 世 絵 画(法 華 堂 根 本 曼 茶 羅 な ど)作 品 解説

学 研 「在 外 秘 宝 」144・9

③ 絵 物 語 の 流 行 学研 「日本 と 世界 の歴 史 」1044・9

③ 日本 仏 画 作 品 解 説 小学 館 「仏画 」44・11

●TwoAspectsof7apaneseScrollPaintingsintheHeianPeriod

SpecialLectureintheArtlnstitute1968・12

0ftheNewYorkUniversity

岡 畏 三 郎(第 二研究室 長)

QMasterworksofUkiyoe"TheDecadants

② 山下 りん筆 「十二大祭 図」 につ いて

②橋 口五葉 と大 正版 画

③末期 美人 画

⑤ 明治初期 の洋画

⑥ 近代美術 年譜 皿

関 千 代(第 二研究室)

②皇居杉戸絵について

③今村紫紅

③堅山南風の人と芸術

(」要著)言 置i淡ネ上44・

美 術 研 究25844・3

三 采多24344・6

日本 経 済 新 聞 社 浮 世 絵44・3

美 術 部 公 開 学 術 講 座43・12z

三 彩社 「現 代 の 日本 画 」皿43・6/

美術 研 究26445・2

月刊 文 化 財5743・6



「
1

③近代日本画作家(小 学館百科辞典ジャポニカ)

③上村松園

③明治の日本画(近 代日本絵画館)

⑥近代日本総合年表

小 学 館43・12

新 婦 人 新 聞45・2

講 談 社45・1

岩 波 書 店43・11

坂 本 満(第 二研究室)

② ベラスケスの肖像 画 別冊 みつゑ5744・11

②聖 エラスムスとエ ラスムス像(上)(下)美 柵 究lll44・9

③17,8世 紀 のイ タリア ・フ ランス ・スペイン ・イ ベ リア諸国 とその植

民地の美術 現代教養百科10美 術 暁 教育図lllKK44・9

③バ・・ク・・ココ・イタリアの宮殿 駿2誌 器撒 長ボ44・1・

③「美の美」(一 エ リスム纐 を中心 として数点)躰 繍 新 聞社441012

④イ ベ リア美術紀行(1・2)美 術 繍 究会44

④ 日本 キリス ト教徒殉教図の二三 につ いて 美術史学会総会44・5

④聖エ ラスムスとエ ラス ムス像 美術 部研究会44・10

⑤スペインー栄光への歴史 ブ リヂス トン美術館43・10

⑥ 西洋近世 工芸品解 説翻訳 世界の美術館10メ トロポ リタン44・3

陰 里 鉄 郎(第2研 究室)

②万鉄五郎 生涯 と芸術(1},(2),③

②院展 をめ ぐる 日本 画の革新

⑥ 小野忠重著 「江戸 の洋 画家」

⑥ 洋風 画雑感

⑥ 日本史一美術史 「近代」

255

美術研究258
262

三彩250

SD46

三彩236

日本 におけ る歴史学の発達 と現状 皿

川 上 浬(資 料室長)

②張四教筆新羅山人肖像一華曲伝記の一資料

③故宮博物院

34

44・3

44・3

44.12

44・10

43・9

43.10

44.10

美術 研究25644・3

月刊 文 化 財5543・4

ヒ

r

」



③東洋館開館 宋元名画の数々

④張四教筆新羅山人肖像

⑤明清の文人画

⑥宋代史年表1(共 著)

V研 究 活動 及 び 事業

ミュ ージ ア ム21243・11

美 争断陥～研『究frL;43・4

)きそボ」痢5つ1}り1』学 争iサll酵座43。12

碍ご洋文 庫44・1

田 実 栄 子(資 料室)

① 上杉家伝来衣裳=IXIII}121社

② 新指定 重要文化財 研究 ・紹 介

辻 ケ花 染小袖併 びに道服 ヒ(北 村哲郎氏 と共同執筆)

ミ1一 ジアムZ10s,'・

② 同 ド 〃213号

②伝上杉謙信所用陣羽織 八領 一伝 上杉謙イ,1・ヒ杉 景勝所 川服飾類調査

報告一Ti_一)き 術研究259U・

⑤絞 り染につ いて一絞 り特別展講演一 日本民芸館

44・4

43・9

43.12

44・3

44・6

辻 惟 雄(資 料室)

①奇想の系譜 又兵衛一国芳 美術 出版社45・3

②奇想・・系譜一江戸の アヴ ・ンギ・・レド 美術 手巾…3・・～3・543712

② 一三宅 ・御蔵 ・新島 における英一蝶 遺品0)調 査(共 同執筆)Ilq華92043・11

② 英 ・蝶箪布晒舞図 ・同 雨宿図解説 〃 〃

②初 期瓜俗画 と嬬 曳隊1-一湯女図o)原 型を さ ぐる 一一i1本 美術L芸37344・10

②長 谷川等fr;(日 本文化o)歴 史9・ わび と黄金)学 習研究社44・12

④ 曽我蒲白の伝記及び作品について 美術部研究会43・6

④ 狩野元信 の花烏画 〃44・6

9

江 上 腰(資 料室)

④本願 寺本 引 ・六人集 の表紙絵 美術部研究会44・11

関 口 正 之(資 料室)

35



③浄土教絵画解説 小 学 館 「イム画」44・11

中 村 伝 三 郎(主 任 研 究 官)

②銅 像 一 そ の時 代 的 背 鍛 一 川:蚊 化 財6744・4

② 日本 に お け る ヨー ロ ッパ 近 代 彫 刻 との 交 渉 につ い て

彫 刻 の 森 美 術 館 開 飼1記念 口録44・8

② 荻 原 守衛 そ0)生 涯 と芸 術(中)一 一1)き 術 研究26445・'L

③ 中 川 清の 彫 刻 三 彩23643・1{》

⑤ 明 治 黎 明 期 の彫 刻 ブ リヂ ス トン)`4術館43・4

⑤ 新 海 竹太 郎 と その 周 辺 ブ リヂ ス トン美 術 館43・4

⑤ 明 治 の彫7Q1美 術 部 公 開 学1ボ1講座44・12

⑥ 日展 の彫 塑 も彩23843・ll

⑥ 日本 現 代L芸 美 術 展 評 読 売 新 聞 夕i:1」44・4

9

E科 学 研 究 費 題Ei

(Ⅳ予算2科 学研究費補助 金交付決定額0)項 参照)

② 芸 能 部

芸能 部は,i体 の伝統 芸能 の保存に資す るたy)に 必要 な基礎的理論的1り1究頻 ∫なう,.

芸能部は,演 劇研究室 ・膏 楽舞踊研 究室及び郷土芸能研究 室の'完室 より成 る。

演劇研究室 においては,口 本古典演 劇(主 として歌蜘 受 ・人形浄瑠璃な どの近申:芸

能)を,音 楽卿踊研究室においては,日 本 古典音楽及び 日本古婁㎏舞踊(雅 楽 ・声明 ・

平 曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞な ど)を,郷 土芸能 研究室においては,全 国名地に分布 して伝

統芸能 の源流 や展開の過程を示す民俗芸能 を,そ れぞれの研 究対 象 とする。

各室 の研究 口標 と しては,以 上の諸芸能 の理念 ・構造 ・技 法 ・技術 及びその継承 保

存 に関す る研究な どがあ り,そ の研 究に必 要な資料の収 集 ・整備,記 録の作 成 として

の撮影 ・録音な どの作業 を行 な う。 また研究 の結果 は,刊 行 ・講 演会 の開催 などによ

って公表す る。

一方
,文 化庁文化 財保 護部 と緊密 な連絡を保 ちなが ら,そ の必要に応 じ,無 形文化
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財保護行政に賢する資料の作成を行なう。

V研 究活動及び ・1∫業

A研 究 ・調査活動の概要

lift和43年度 において は,芸 梛 全員によ る胴 研究 として,⑲ 舞 賭 楽 の研究,

(②)ゴ嫉 能 記録の齪 方法の研 究力・あ る.

(1)について は,杵 屋栄左衛門氏所蔵の ヒ方歌舞伎唯 子の付帳 を撮影 し,こ の付帳写

真の分析によ って抽 出した曲 目を,上 方の演奏 家杵屋富造事小 川∬女之助氏 らに依頼 し

て,そ の演奏の録 音を企画 し,研 究所 及び国立劇場 の録 音室 において,3回 に分割録

盲した。また杵屋栄二氏所蔵の付帳の 部 を撮 影 し,こ の付帳 写真によ って,時 代物

50種 目の分 析カ ー ドを作成 した。

② につ いては,安 原コ レクシ ョン邦 楽 レコー ドの うち,先 年 則行の 「音盤 口録1」

に所収済 みの ものを除き,1演 劇,2膏 楽`義 太夫節を除 く),4巷 間 芸能 ・5郷L芸

能 ・6郷 土音楽 ・7そ の他の芸能 の三部門を各研究室で分担,そ れぞれの整理方法に

つ いて研究 し,音 盤 目録 豆 ・皿 ・Ⅳ刊行の準備 を進y)た 。

昭和44年 度 においては,前 年度 の研究 を続行 したが,特 に新庁 舎建設 の決定 した 前

年度末 よ り,芸 能 部の施 設 となる録 膏室 ・調整室 ・視聴 室の設 計研究 を行 な った。 さ

らに,こ れ らの諸室 の運 用に必 要な特殊機器 について も,各 地 諸機関 のオーデ ィオ関

係施設 の調査 を行 ない,専 門家の意見 を聴 取 して 万全 を期 した。

次に各研究 室におけるお もな研 究調査活動を挙げる。演劇研 究室においては,近 世

演 劇研 究の基 礎資料を収集す るため,f'・ 図llF館所蔵の 番付 ・役IIIIlr'判記 ・歌舞

伎脚本 ・浄 瑠璃本な どの調査 ・撮 影 ・整理 を続1ナたが,昭 和43・44年 度 においては,

4〔京芸術人学な どの演劇資料の調 査 ・射1走影を行 な ったほか,東 京人学 図111館所殖薫の紋

番付及び阪 急学園池田文1藺粥1髭の ヒ方役害幡 付 の写 ノ尋整理 に当た った。

音糊 蹴 究靴 おいて1ポ 鹸 人ξ修訟 の調翻 多毫,⑤彪の様式の研究鮒 な

った 。(1)に つ い て は,昭 和40年 か ら引 続 き,修 二 会 の 全期 間 を 通 じて,詳 細 な調 査 ・

録¥f:を 行 な った ほ か,併 せ て 写 真 撮影 を遂 行 した。 成 果 を45年 度 よ り逐 次 刊行 す る予

定 で,作 業 を 進 め て い る。(2)に つ いて は,43年 度 に,而 ・装 束,舞 の基 礎,曲 舞 謡 ・

中 ノ リ謡,舞 丁ド特 に 乱 ・獅'等 の 構成 及 び 技 法 の研 究,44年 度 に は,引 続 き舞 事 全 般,

翁,小,1;1演 出,小 鼓 ・調 等 に つ い て,上 記 と同様 の研 究 を行 な った。



1
郷 土芸能研究室 において は,沖 縄への渡航を初 め,各 県 に出張 しての実地調査のほ

か,東 京 における全 国民俗芸能大会や,関 東 ・東北 ・中部 ・近畿 ・中国 ・四国 ・九州

な ど各 ブロック別 の大会 に出場 した芸能 の撮影 ・録音 などを行 なった。 また44年 度に

おいては,Q民 謡歌 詞集成 の研究(各 地伝承 の民謡歌 詞を既 刊書 口 ・現地調査資料等か

ら収 集 し,整 理分析 する研究)と して,既 刊書 目よ りの収 集調査 を行 な った。

なお,各 研究室 は人員寡少のため,随 時,他 の研究室員 の応援参加 によ',て 作業を

進めた。

し

噛

B研 究 題 目

浦 山 政 雄(芸 能 部長)

〔1〕 近 世戯 曲の系統的研究(43～44)

歌舞 伎脚 仁 ・浄瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類 の基礎 資料 によ り,近 世戯 曲

の系統別 に歴史的変遷 を検 討する。

〔皿〕 歌舞 伎作 者の研究(43)

壕越 二三治 ・金井二笑 ・並木 正 三 ・並木1is瓶などの狂r作 占の作品を番イ寸類

によ り検討 し,作 者年表を作成す る。

〔皿」 歌 舞伎音楽の研究(43～44)

歌舞伎難子付帳 の研 究(44年 度 科学研究費♪を中心 として,歌 槻.伎演川りこ

を総合的 に研究す る。

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

〔1〕 掛踊の研究(43～44)

近世の民 俗芸能 の母胎 とな った伊勢踊 ・小町踊 ・鹿 島踊等 には掛踊の形式が

み られ,そ の流れが各種 盆踊 に も及ん でいる。その掛踊 の発生 と変1懸および

現状を明 らかにする研究 。

〔皿〕 天神信仰の研究(44)

民俗芸能におけ る諸国に数 多 く所在 する天神 社の信仰 とそれに関連のあ る芸

能の研究。
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〔皿〕 能の様 式の研究(43～44,共)

年間研究調査活動の概 要欄に記 した通 りである。

〔N〕1歌 舞f支昌:楽0)ζぴf多㌔三(43～44,共)

年間研究 調査 活動の概 要欄に記 した通 りで ある。

V研 究活動及び事業

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究 員(り1乱)

〔1〕 地方芸能文化史 における卿台の研究(43～44)

全国 に分布す る農村鐸台 の うち,特 に歌舞伎 ・人形芝居舞台な ど近fL劇 舞台

の現状 と変遷,お よびそ こに伝承保存 されて いる芸能の調査研究。東 日本地

域 の調査 に重点 を置 いた。

〔u〕 近世演 劇資 料の調査研究(43～44)

近世演劇 に関す る資料の調 査 ・API1・発掘 を日的 とし,資 料の収集 ・資料 目

録 の作成 ・書誌的調査研究 を行 な う。浄瑠∫肉本 ・役者評判記を主 としてい る。 、

藤 原 正 子(演 劇研 究室)事 務補佐重乏(非)

〔1〕 各地の人形浄瑠璃芝居 の分布に関す る研究(43～44)

各地に民 俗芸能 として残 る人形芝居の現 状を採集 ・調査す ると共に,文 楽 と

して完成 された人形浄 瑠璃芝居に至 るまでの伝揺 ・変遷の経路を明 らかにす

る研究。

〔∬〕 歌舞 伐音楽の研究(43～44,Jl)

年問研究調査活動の概 要欄にll己した通 りであ る。

匂

横 道 萬 里 雄(.:,:ii楽舞踊 研究 室長)

〔1〕 能 の様式 の研究(43～44,共)

年 間研究調査活動の概 要欄に紀 した通 りで ある。

〔II〕 歌舞 伎音 楽の研究(43～44,共)

年 間研究調 査活動の概要欄 に記 した通 りで ある。

〔皿〕 洛宗派声 明 。、1}院イ∫事の比較研究

イ左1康道 ∫技官を中心 とす る研究に参加,協 力 した。
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佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

〔1〕 寺 院行 事の研究(43～44)

寺院行事 が内包す る多種多様 な要素の中か ら,芸 能的要素を抽出 し,各 宗 各

派 にわたる総合的比較研究を行ない,そ の変遷 ・分化をあ とづける。

(1)各 宗派声 明の比較研究

各宗派 に共通の声明について,用 法 ・奏演形式 ・発 声法等 の分析研究 を行な

い,そ の異同を明 らかに し,特 定宗派の独特 な声 明について は,1司 様 のノ∫法

で特色を明 らかにす る。

② 寺院 に存在す る呪師 芸の研究

呪師 芸 と芸能 との関連 をた どるため,密 教行事 を中心 として,Jj㍗院 行llTに現

存す る呪師 芸について,研 究調査を行な う。

〔II〕 能 の様式 の研究(43～44,共)

年間研究 調査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

松 本 雍(音 楽舞踊研究室)研 究 員(非)

〔1〕 能 の演出研究(44)

能の演出而は江戸中期に固定 した といわれ るが,r17際 には多 くの約 ・屑fに し

ば られなが らもかな りの巾で変化 して来 ている。 そこで時代 ・流 派に、μ1寅

出の違 いを調 べ,そ の変 遷を明 らかに しよ うとす る研究。

〔II〕能 の様 式の研究(44,共)

年間研究 調査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

〔1〕 念仏芸 の研究(43～44)

全国 に分布す る民俗芸能の うち,特 に分布範 囲の広 い念 仏系統 の芸能 の現状

と,そ の伝 播 ・変遷の経路 を明 らかにす る研究。太鼓踊 ・盆踊 の調査 に1予:点

を置いた。

〔II〕 離島の芸能の研究(43～44)
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V研 究活動及 び事業

過去,孤 立 した立地条件の もとで多数の民俗 芸能 を保存 し,現 在人 口流出等

のためにそれ らを失ないつつあ る各地離 島を対象 としての民俗芸能 の調査 研

究。琉球列島 を主に してい る。

〔Ⅲ〕 歌舞 伎音楽 の研究(43～44,共)

年間研究調査活動の概 要欄に記 した通 りである。

〔N〕 民謡歌詞集成の研究(44,共)

年間研究調査 活動の概 要欄に記 した通 りで ある。

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能 研究室)研 究 員(非)

〔1〕 民謡の研究(43～44)

民謡歌詞の分類 ・調査を通 して,完 全な民 謡テキス ト作製 のた`1)の研究,及

び民謡研究の 日的を究 明す る研究 の 端 と して,民 謡 におけるはや しことば

の分類 ・調査 。

〔H〕 話芸 ・寄席芸の研究(43～44)

邦 楽 レコー ドの分類 によ り,落zcnnをkと して活 芸 ・寄席芸を対象 とす る近 世

芸能の研 究。

〔皿〕 民謡 歌詞集成の研究(44,共)

年間研究調査 活動 の概 要欄 に記 した通 りで ある。

C研 究 ・調 査 活 動(昭43・4～ll召44・12)

浦 山 政 雄(芸 能部長)

1.近 世戯 曲の系統的研究及び歌舞伎作者の耐1究のため,歌 舞 伎脚 本 ・浄瑠璃メし木 ・

役 者評判ll己・番 付類 の基礎資料を収集す ることに努y),東 大 ・東東芸人 ・阪急学 園池

田文庫及び国会図Ill:館等の資料に当 り,撮 影 ・1理 分析を行 な った。

2.歌 舞伎難子の付帳は,歌 舞伎の演出記録 の資料 として 電要な ものだが,演 奏家

は秘蔵 して他見 をはばか る慣習があ る。 これ らの所 在を調査採集す るため,杵 屋栄二 ・

栄左衛門氏所蔵 の付帳の撮影 ・翻刻 ・分析を行 な う一方,そ の他 の演奏 家,特 に関西

0)付 帳所蔵者を調 査 した。
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3.安 原 コレクシ ョン邦楽 レコー ドの内,演 劇 に分類 され るものの聴取 ・カ ー ド記

入 を終 り,音 盤 目IIの 刊行準備を進めた。

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

掛踊 の研究 のため,そ の形式を残 してい ると思われ る各種 の民俗 芸能 の資料o)蒐 集

を行な った。

天神信仰の研究 については,夏 祭 りを中心に,御 霊 儒仰 ・天神信仰等 に関する資料

の蒐集を行ない,大 阪天満天神の祭 りを調査 し,撮 影 した。

能の様式の研究お よび歌 舞伎音楽の研究 については,年 間研究調 査活動0)概 要欄 に

記 した通 りであ る。

●

宮 本 瑞 夫(演 劇研究 室)研 究員(非)

近 世農村舞 台の研 究のた め,43年 度 には山形県 西田川郡 山五・1'川地区 ・ こID:illl志1肇

郡 安乗地 区 ・滋 賀県東浅井郡冨 田地区 ・福井県坂井郡三国地区 ・岱ILI県東砺波郡 ヒ梨

地 区および中新 川郡 池田地 区 ・新潟 県佐渡郡各地 ・栃木県各地な ど,東 日本地域の歌

舞伎 ・人形芝居舞 台を調査 し,記 録 ・撮影 を行な った。また44年 度 には山 梨県 各地 ・

長野県小諸 および上 田地区 ・広 島県佐伯郡原地区 およ び吉rrl郡各地の歌舞 伎 ・人形芝

居 舞台を調査 し,記 録 ・撮影 を行 な った。

近 世演劇資料 の調査研究 につ いて は,主 に浄瑠璃本 ・役者評判記を対象 とし,43年

度 には東京 芸術大学 ・日比谷図書館(加 賀文庫 ・東京史料室)な ど所蔵の役 者評判記

を,ま た44年 度 には東京芸術大学 ・大谷図書館 ・山梨県立図書館 ・li∫立小諸図il}飢{・

市立 上田図井館(花 月文庫)な ど所蔵の浄瑠璃本 ・役 者評判記の調査 ・撮影を行 な.、

た。

藤 原 正 子(演 劇 研究室)事 務 補佐 員(非)

各地の人 形浄瑠璃芝居 の資料採集 のた め,44年 度 には徳島県各地 ・兵庫県 ・長野県

下伊那 ・関東地 方の人形芝居等 を調査 し,撮 影 ・録音を行な った。

歌 舞伎音楽 の研究 につ いて は,年 間研究活動の概要欄に記 した通 りであ る。
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一
V研 究活動及び事業

a

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

能 の様 式の研究および歌舞伎 音楽の研究 については,43年 ・444:度 ともに,年 間 研

究 調査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

各宗派声明 ・寺院芸能の研究 に関 しては,寛 永 寺 ・東r:kd'・新勝 寺 ・遊 行寺 ・延 暦

寺 ・園城寺等 についての調査を,43・44両 年度 にか けて行な うほか,各 宗現行の声明

譜本 の調査を行 な った。

t

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

研究 目的に従 って,43年 度 には天台宗寛永 も}の年中諸行事,華 厳 宗東大 寺の修二 会・

聖 武天皇祭 ・山陵祭 ・転害会 ・仏名会,真 言宗智山派新勝 も}の本 堂落慶記念諸 法要行

事,浄 土宗増上寺 の法然一ヒ人御忌 法要,時 宗遊行 も}の踊躍念仏 ・薄念仏等の調査 ・録

音 ・撮影を行ない,東 ・西本願 寺の年 中行 事について,基 礎 調査を行 な った。

44年 度 には,43年 度 に引続 き,寛 永 芋の年中請行事,お よび東大寺修正 会 ・修二 会・

二 月堂四箇 法要 ・知識供 ・方広会について,調 査 ・録音 ・撮影を行ない,両 寺の年問

主要行事に関 して は,研 究凋査をほぽ完了 した。

その他,和 宗四天 王寺 の聖霊 会,天 台宗 延暦 寺の天台会 ・霜月会 について,調 査 ・

録 音 ・撮影 を行 ない,園 城 寺 ・教 王護 国寺 のイF中行 事につい て,基 礎調査を行 な った。

能 の様 式の研究 については,年 間研究調 査活動 の概'f`'欄に記 した通 りで ある。

松 本 薙(ICI舞 踊 研究 室)Pl究 員(非)

能の演出研究 のたy),44年 度は 「 引:羽 を取 りあげ,観111:会館 ・水道橋能楽 コ詮等

で現行1〔流 の演出を調べ,法 政 大学能楽 研究所 ・国会!ツ111;:館等 で 占資料 の調査を行な

った。

能の様式の研究 については,年 間研究調査活動の概要欄に紀 した通 りであ る。

三 隅 治 雄(郷L芸 能研究 室長)

念仏 装の研究の たy),43年 度 には各地 の太 鼓踊 ・盆踊 の資料 の蒐 集を行 ない,長 野

下伊那郡地 ノ了・秋III;,!地 ・岩 手県 南部地 方の盆踊,関 東地方の小念仏等 を調査 し,
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撮影 ・録音を行な った。 また44年 度 には愛知県足助の盆踊,静 岡県浜名湖周辺の人念

仏,秋 田県角館の飾山難子等を調査 し,撮 影 ・録音を行な った。

離島の芸能の研究については,対 象を もっぱ ら琉球列島の島lzに お き,43年 度は八

軌Li群 島,44年 度 には沖縄群島を調査 し,豊 年祭 ・海神祭 ・綱 引な どにお ける各種 民

俗芸能を撮影 ・録音 した。

歌郷伎 音楽 の研究お よび民謡歌 詞集成 の研究 については,年 間研究調査活動の概 要

欄 に記 した通 りで ある。
■

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)

民謡 のはや しことば研究 に関 しては,そ の カー ド作製 ・分類 を行 ない,い わゆるは

や しことばと考え られ てい る もの以外 に,あ る口的を持 ・,て発せ られ る慣川的 な語 句

に注Uし つつ,そ の一 覧表作製 を行 な ってい る。

民揺 歌詞については,各 民 謡集 や民 謡 レコー ド ・地誌類 より歌詞カ ー ドを作 製,整

理 す る作業を継続 してい る。

その他,各 地芸能調査 を 目的 として,滋 賀県湖東地方 ・京都府奥丹後地方な どの現

地 調 径をそ∫な った。

民謡歌詞集成の研究については年間調査 活動の概 要欄に記 した通 りで ある。

D主 要 研 究 業 績(①:著 書 ②:論 文(3):鮒1色④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥:そ の他
日召43・4～日召44●12)

浦 山 政 雄(芸 能部長)

② おかげ まい りの戯 曲化 国 語と国文学43・10

② 並木五瓶 の東 下を め ぐって一束 ・西歌舞伎 の合流 に関 して

③廉帖偶感

③顔見世浄瑠璃とめりやす

③団十郎と藤十郎

④識交ぜについて

⑤口本の古典演劇

口本 文 学 の争 点44・3

古事 類 苑 月報2043・11

国 立 劇 場 プ ロ44・1

日本 演 劇 史 展 望44・11

日本 近 世 文 学会44・6

青 山学 院 大学43・5
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⑤ 明 治 の 邦 楽 解 説NHKH43・10

⑤ お ど り と劇 朝 日講 堂43・11

⑤i体 占 典演 劇 の様 式 り」洋状 学43・12

⑤ 邦 楽鑑 賞 会解 説NHK∬44・3

⑤ 歌 舞 伎 の様 式 性 日 乍女f大 学44・10

宮 本 瑞 夫(演 劇 研 究 室)研 究1,1(非)

② 「天 神 記」 を め ぐって 近 松 論 集 第5集44・1

③ 民 俗 ・風 俗 嘲 弾 館 大1-lfii'i科 ・嫉 ジ ・ポ 幼3～11-4344:512

③ 中 世説 話 ・縁 起 絵 巻 項 口 東 京 堂 説 活 文 ッ:辞典44・3

③ 民 俗 ・風俗 項 目 第 ・法 規 日本 民 俗 資料lll:典44・7

藤 原 正 子(演 劇 研 究 室)・ 掬励}}佐 員(非)

② く ぐつ 資 料 集 装能11,8-1244・8×12

横 道 萬 里 雄(音 楽 舞 踊 研 究 室 」の

④ 語 り物 の 系dcaurtにお け る 義 太 夫 節 弓ご洋 音楽 学 会43・10

(のf遊0)牛寺『エ タト務 省{ひ臼修1'1r43.1

⑤ 能 と11111の せ りふ術5漢 の 勉 強 会43・4

(r,)能L)1:iiの'j・ 歌 文 イヒ放 送43・4

(5)世阿 弥 の げ1嚢 経 済 コ ソサ ル タ ン ト協 会43・6

◎ 日{く〆'「楽 道 しる べNHK44・

(5)ail:i`可弓勾ζゾ)jl!L二!11予 学1弓こ144●11

⑥1口 く1"'1楽の 生 と死(映 画)へo){り 芝11脇 力 毎 日放 送44・11

⑥ 狂,1(文 化 庁映 画)へ の 製 作 協力 岩 波映 画45・8

佐 藤 道 子(1"'「楽 舞 踊 研 リピ室 ♪

⑤ お ど りの 伝 承 朝 日講 堂43・11
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松 本 雍(音 楽 舞踊研 究室)研 究員(非)

② 能の大成 と世阿弥 教 育音楽研究 別Hi}44・11

④ 能がか り狂言について 川1会 東京教fJ1:館44・9

三 隅 治 雄(郷 土 芸能 研 究 室 長)

① 沖 縄 の 芸能(編 ・共 著)邦 楽 と舞 踊 社44・1

① 雪 祭 り(編 ・共 著)4{京 堂 出版44・3

① 民 俗 芸能(編 ・共 著)学 葺,1淋44・4

43・7

② 日本 の民 俗 芸 能 桜 菊174～179～44・

5

② 熊 野 一 道 成 寺 考 一 歌 卿 伎243・10

② 花 のな か の 日本 人 学 芸Il淋 伝 統 と現 代944・1

② 八 動 の 他 界 神 民1欲 能37-3844・? X10

② ドラマ に お け る因 果 思 想 の展 開 歌 卿 伎544・7

② 諸 国 の 神 楽 を た ず ね て'F凡 社 日1くのIIゴ典 芸 能144・11

③ 祭 り殿 記 俳 句43,4-1243・4 ×12

③ 南 の 島 の歌 と踊 り1蜘}と 生 活 社 ・河1縄43・12

③ ノ ロの 恋一 巫女 と性 一 民 俗 芸 能3644°4

③ 笑 い の 周辺 一 フ ァル ス の 系 譜一lil喫 術12の644・9

⑤ お ど りの技 法 の流 れ 一 念 仏 踊 ・小 歌 踊 ・盆 踊 ～ 朝 目溝}}i'44・12

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室 研究 員非)

② 民俗生活におけ る民謡 の位置 芸文研究2643・11

②生 活の中の芸能 学 芸書林 伝統 と現代 「民俗 芸能」44・4

② 祝福 とはや し一民謡 はや しことば考一 慶応義 塾大学 言語文化研究所紀 要145・3

⑤動 きの基礎 朝 日講 堂43・11

⑤民俗舞 踊の庭一御所 か ら河原 まで一 朝 日講堂44・12

⑥雪 祭資料文 献校訂 東京堂出版 雪祭 り44・3
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V研 究活動及び事業

E科 学 研 究 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

(3)保 存科学部

文化財 自身の材質 ・構造 ・技法 の科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環

境 の科学的研究 を行 ない,こ れを基盤 と して文化財の保存 と修復に関 する技術的研究

を して いる。換言す れば,文 化財の 自然科学的研究,文 化財 を資料 とする科学技術史

的研究,文 化財 の保 存 と修理 のための科学技術の応用研究の三方面が あ る。

研究組織 としては,化 学研 究室 ・物理研究室 ・生物研究室 ・修理技術究 研室の4研

究室 か らな って いる。

化学研究室

文化財及 びその保存 に関す る化学的及び分析的調査研究並び にその結果の公表に

関す る事務を つか さどると規定 されてい る。即 ち文化財 を櫛成 して い る各種 素材 の

同定 ・分析か ら老化 ・崩壊過程の究明 とその防1ヒの化 学的 研究 であ る。 分析は微 量

分析及 び非破壊分析を主 と して行な ってお り,老 化防 止 ・強化 ・接 着等 には合成 樹

脂等 の応 用開発 に主力を注 いで おり,又 空気汚染の文化財への影響 或は防虫防徽剤

の適 否についての研究 を行 なってい る。

物理 研究 室

文化財 及びその保 存に関 する物理的 調査研究 並びにその公表 に関す る'1筋 をつか

さどる と規定 されている。文化財 白身の構造 ・強弱 ・安定等研究の ため,材 料試験

を行ない或はX線 写真 ・γ線写 真等 の特殊撮 影を応用 し,又,文 化財 の保存環境 に

関 し,採 光 ・照明 ・温湿度等の文化財 に及 ぽす影響 とその防止 の研究 を行 な ってい

る。例えば美術品の博物館内での展 示,収 蔵庫 内での収蔵及 び梱 包輸 送に関 し適正

条件の設定 と鯛節技術を1;iJし てい る。

生物研究室

文化財及 びそo)保{f:に関する生物 学的調査研究並 びにその結果 の公表 に関す る事

務 をつか さどると規定 されてい る。文化財に使 用 され又 随伴 している動植物的材質
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の判定を行な うとともに徽及び菌 ・昆虫等 によ る文化財 の徽 害 ・菌害及 び虫害 の防

除のため保存環境 の改善並 びに徽及び菌 ・昆虫等 の採取 ・同定 ・培養並び に採 菌 ・

殺虫 のた めの薬剤 と装置の開発を行な ってい る。

修理技術 研究 室

文化財の修理に関する科学的 ・技術的調査研究及び その結果の公 潔に関す る事務

をつか さどると規定 されてい る。 多種 の絵 画 ・彫刻 ・工芸品 は勿論,木 造処造物の

天井 ・壁に描かれた絵 画,柱 ・梁 ・組物等 の彩色装飾及 び障壁画 並びに彫亥q的細部

か ら石造建造 物の修理に及 ぶ極 めて広範囲 の内容が対象 とされてい る。 したが ・,て,

化学 ・物理 ・生物 の各研究 室の協 力の もとに調査研究が進 め られ る。技術的 には修

理文化財 を,(1)板 絵 ・彩色木工品 ・漆芸品,② 紙布 に描か れた絵 画,(,yit・ 陶磁

器 ・金 工品 ・石造 物の三種 類に概 ね分けることがで きる。調査研究 は,現 地へ 川張

する場 合 と,保 存科学 部ア トリエ内に文化財を移動の ヒ行な う場 合とがあ る。 ア ト

リエは文 化財 修理 の病 室や治療 室 ・手術 室の役 口を果 た し,こ こで徹底 した科学的

調 査研究 と,科 学 的処理 で周到 な修 理が 可能で ある。 同時 に過去0)技 術 の復原と伝

統技術の検討がな される。

■

A研 究 ・調査活動の概要

昭 和43年 度.特 別研究であ る 「陳列 室な らびに収蔵庫 内の温湿度 及び汚 染空 気が 文

化財 に及 ぼす影響 とその防除」につ いて,昭 和42年 度を第1年 度 と し,本 年度 は第2

年度 てとして引 きつづいて実施 した。国の補助金で建設 された国宝 屯要文化財を収蔵

するための鉄筋 コンク リー ト造の収蔵庫 につ いて,京 都地区5棟(高 山寺 ・人覚 与 ・

妙 蓮寺 ・知恩院 ・平等院各所属)鎌 倉地区2棟(杉 本 寺 ・1与蓮 寺各 所属)並 びに研究

所 内に前年度建設 した実物二分の一大 の鉄筋 コンク リー ト造実験庫 の内外 の温度 ・湿

度を測定 し,四 季 の変化,竣 工後 の経 年変化 を調 査 して,そ れぞれ の将性 を把握 した。

特 に法隆寺 の収蔵庫 は空調機械を使用 した場合 の問題が提起 された。又新築 コンク1,

一 ト建造物 内空気 の偏苛性 について,pHを 指数 として測定 した結果,2年 経れば1・1

性 は減少す ると考え られ るが,夏 季高 温時 は苛性が強 くなる傾向が あることが発兄 さ

れ,換 気 が有効 と判 明 した。 この苛性 による染料 ・顔料 の変色 につ いて は,実 験庫 に

試料 を置いてそ の変化を分光反射率 曲線で あらわ した。 その結果特殊の影響の存在す
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る方向を紹y)た 。

H召和42年5月 か ら実施 した法隆 寺金堂の試作・ぐネル保存 の現地 実験 は昭和43年7月

まで継続 された。そ の結果,パ ネルの変形 と湿度の関係,変 形による紙の張 力の安全

性,顔 料の変質,防 徽処置の効果等が明 らか にされた。

考古学的遺跡 の露 出保存 について,前 年度 に引 きつづ き,千 葉 市加 曽利 貝塚博物館

の野外覆屋2棟 につ いて,貝 塚断面及び住居趾 面の合成eta旨によ る存保処u`.を行な っ

たが,特 に住居趾面での無機結晶の析川 と菌類の発生が混在する ことが明 らか とな り,

その防除が新 しい問題 とな った。

本年度 において4件 の受託研究を行な った(後 記参照)。 この以外 に建造物彩色保

存処置2件,遺 跡保存2件,石 造物修理2件,鉄 器保存3件 について科学 処置を実施

し又 は指導を行な った。

昭和44年 度.特 別研究 「陳列室な らび に収蔵庫 内の温湿度及び汚染 空気 が文化財 に

及 ぼす影響 とそ の防除」 につ いて は,前 年度 に引きつづいて,京 都地 区5棟,鎌 倉地

区2棟 の鉄筋 コンク リー ト造収蔵庫 につ いて,前 年同様の温湿度 と偏 苛性 の測定 を行

ない,実 験庫 は室 内の右半分 を板壁 内張仕上,左 半分 を大谷石内張仕上 として,内 装

材 の室 内気候等 に及 ぼす影響を比較 した。 なお本研究 は,1年 延ば して,昭 和45年 は

新築 され る当研究所別館 内に設 け られ る収蔵 室等 につ いて,最 終的測定を行な うこ と

に決定 した。

昭 和45年 開催 の万 国博覧 会の美術展示 に関 して昭和43年 度か ら)ミ術 館の設計のため,

美術品の保 存の立場 か ら,照 明 ・温湿度 ・空気汚染度 について指導助言を行な って き

たが,昭 和4441;12月竣 工 した ので各種測定 を行 な ってい る。

本年度 は,5件 の受託研究(後 記参照)を 実施 したが,栃 木県大平町発 見の七回 り

鏡塚 古墳 について は,文 化庁記念物課の 要請 によって,出 土品を発掘 現場 か ら科学的

処 那を行 ないつつ採取 した。特 に舟型木棺 は巨大で,中 の副葬品 も水 漬の状態で多数

良 く保存 されて いた。木棺 は現地で合成樹脂PEGの 塗布含浸を繰 り返え し実施 し,

多数の副猟1、・,は保存科学部 ア トリェで,PEGの 浸漬含浸或は アク リル樹脂 の減圧含 浸

を行な った。副葬品 には木製品 ・竹製品 ・金属器 ・革製品の各種 があ り,漆 塗装や彩

色 も兄 られた。 又 木ド歳底 面粘Lか ら得 られ た繊維性 の物質は,枕 や褥 に使 用 された2

種 類の苔類 であ.,た ことを発見 した。
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1

京都清水寺 の渡 海船額末吉船 図の一面の緑青部分変質 流下汚 染の クリーニン グを,

保 存科学部 ア トリエで 実施 した。変質部が水 に溶解 する ことか ら作業 は比較的 簡単 に

行 なわれた。

又 日光東 照宮陽 明門天井絵の保存 に関 し,合 成樹脂によ る剥落止めを指導 し,か つ

X線 によ る構造調査 の上,無 事取 り外 しに成功 した。他 に平賀源内エ レキテル箱彩色

保 存処 置を行 な ったほか,遺 跡保存関係5件,石 造関係2件,鉄 器関係2件 の科学処

理 を行 な っている。

_

r

●

B研 究 題 目

CI)

CII)

〔皿〕

CNl

CV)

〔班〕

〔粗〕

〔皿〕

〔IX〕

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

出土木製品 の保存処置 に関す る研究(43～44,共)

出土鉄製品の 〃

石造文化財の 〃

遺跡の 〃

沖縄建造物塗装材料の老化試験

油絵の保存に関する研究

古代ガラスの研究

和紙および表具技術の研究

(43～44,共)

(43～44,共)

(43～44,ゴ 要)

(43,共)

(4344)

(4344)

(4344)

文化財の科学的保存技術の国際的比較(43～44)

樋 口 清 治(化 学研究室)

〔1〕 出土木製品 の保存処置 に関す る研究(43～44,共)

PEG法,明 ばん法,ア ル コールエ ーテル法,凍 結真空 乾燥 法等 を比較 検肘 し,

これ らの処置方法を改良す る研究。

〔H〕 出土鉄製品 の保存処置に関す る研究(43～44,共)

出土後錆化 による崩壊防止のため,ア クリル樹脂溶液 の真 空含浸法を改良 し,

鉄器の表面を和紙等で包装 してか ら真空含浸す る新処 置法の研究 。

〔m石 造文化財 の保存処置 に関す る研究(43～44,共)
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V研 究活動及び事業

屋 外にあ る眉造 文化財 の強化処置 と して,エ チルシ リケー ト系薬剤を含滲 し,

これを加水分解 してSiO2を 石材中に析出せ しy),耐 候性 のよい強化処躍を

す る研究。

〔Ⅳ〕 遺跡 保存処 置の研究(43～44,共)

住居跡 ・貝塚等を,合 成樹脂の応 用によ り強化 し,崩 壊 を防 止す る処置法の

実験的研究 。
ρ

門 倉 武 夫(化 学 研究室)

〔1〕 文化 財の環境 空気中の汚染因 」乙の分 析な らびに汚 染の成因,挙 動 に関す る研究

(43～44,共)

(1)東 京 ・横浜 ・京都 ・宇治 ・箱根 ・熱海等 の博物 館)き術館 寺院等 において,二

酸化鉛法 ・アルカ リ濾紙 法を用いて,イ オ ウ酸 化物 ・窒 素酸化物の測定,汚

染度の経年変化の検 討。

② 空気中の硫 化水素 ・メルカ プタンの測定法の検討 および文化財環境 空気 中に

おいて汚染度の調査,発 生源の究明。

(3)ガ スクロマ トグラフ法によ る炭化水素の分析,そ の挙動 について。

〔∬〕 空気汚染が文化財 に及ぼす影響 に関す る研究(43～44,共)

銅 ・銀板,お よび鉛系顔料に対す る硫化水素 ・メル カプタンの影響について

究明す るため低濃度 ガスにつ きモデル実験を行ない変色度 と濃度の関係 を検

討。

〔皿〕 文化財 の材質調査 に対す るガスクロマ トグラフの応川研究(43～44)

油絵具の油の分析法を確 、Zするたy)試 料の分解法,分 析条件の検討,微 少試

料 について適川法検討。

登 石 健 三(物 理研究室長)

〔1〕 新 しい コンク リー トが おこす屋内空気の偏苛性(43～44,共)

新 しいコンク リー ト建築内では湿度の影響 のほかに,空 中にアルカ リ性の汚

れがお こり,美 術品の材質 のある もの,特 に油彩画の主 原料で あるアマニ油

の硬化物 に変色をお こす。その他の材質 で も作 用を うけ るものが多い。
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(1)美 術品 諸材質への影響(43～44,共)

② 苛性微粒子 の本質(44)

(3}新 施設 内の状態測定 とその時間的推移(43～44,共)

〔II〕 写真撮影時の照正刀の被写文化財へ の影響 とその対策(43～44,共 ♪

フラ ッシュや ス トロボの光 の紫外線 による劣化作用 と,写 真電球光 の加f'i

川の解析,こ の際 の被 写体 の防護。

〔Ⅲ〕x線 ・γ線による文化財 内部構造,欠 陥等0)透 視研究(43～44,」 い

医学における レン トゲソ透視 と同様に文化財の内部の様相を知 って,製1/1技

法,修 理状 況,構 造上 の欠陥な どを知 る。

〔v【〕 法隆 与金 堂壁 画模イ'1パネルの研究(43,共)

〔V〕 陳列室な らびに収蔵庫内の温 湿度 および汚染空気 が美術 品に及 ぼす影響(43～

44,il)牛 寺男1」{ひfラ忘

見 城 敏 子(物 理研究 室)

〔1〕 温湿 度による文化財 の材質への影響 と保存法X43～44,共)

紙 ・皮 ・占代の漆膜を各温湿度中に放 置 した際 の物性変化,木 ・紙 に耐1】さ

れてい る顔料 とニカ ワおよび油絵 に使 川 されているアマニ油 と顔料 の各汕1温

度中に おけ る物性 の経時変化 を測 定す る。

〔ll)光 による文化財の劣化 とその防止に関す る研究(43～44,共)

〔1〕に光を照射 させて,そ れ らの劣化 を経時的 に測定 し,そo)原 因 を追求L,

各 々の材質に適す る保 存法を研究 中。

〔Ⅲ〕 梱包 に関す る基礎的デ ータの研究(43,共,

各種木材0)温 湿度変化に対応する吸放 湿性 を研 究する。

〔Ⅳ〕 文化財に適 した湿度計作成(43～44,共)

市販の湿度計 は大気中の汚染物や コンク リー ト中か ら出 る苛性 微粒 」、等 て・{・

ンサーが劣化す る。収蔵庫 ・博物館等 で長期放置 し,あ るいは古墳 の様 に高

湿度 の場所 に置 いて も くるいの生 じない湿度計 について研究す る。

〔V〕 伝統 漆工 技術 の科学的意義の探究(43～44)

ナヤシ ・ク ロメの工程を経ず,温 湿度を調節 して,生 漆 の硬化過程を詳細に

■
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V研 究活動及 び事業

探究 し,生 漆か らの一工程漆工法の研究を行な う。

〔陶 薦色 うる し塗膜 に関す る研究(44)

漆塗膜のlei't.は経験 と感 によることが多い。顔料を漆塗膜 の各硬化段階 で添

加,種 々の温湿度 の ドで好条件 を見 出す。

〔鴨〕 陳列室並 びに収蔵庫 内の温湿度 および汚染空気が美術品 に及ぼす影響 とその防

除 についての研究(43～44,共)特 別研究

石 川 陸 郎(物 理研究)

工1〕 写真撮影時の照明の被写文化財への影響 とその対策(43～44,共)

フラ ッシzや ス トロボの光 の紫外線 による劣化作川 と,写 爽電球光の加 熱作

用 の解析,こ の際 の被写体 の防護。

〔H〕X線 ・γ線 による文化財 内部構造,欠 陥等 の透視研究(43～44,共)

医学におけ るレン トゲ ン透視と同様 に,文 化財 の内部の様 相を知 って製 作技

法,修 理状況,構 造1:の 欠陥な どを知 る。

〔皿〕 立体文化財の模型製作法(44)

脆弱な立体 文化財の等高線lE射 投影写プξ法による実測図か らの模型製作法の

開発。

〔Ⅳ〕 陳列室な らびに収蔵庫 内の温湿度 および汚染空気が)き術 、lll,に及 ぼす影響(43～

44,」 し)牛寺男U{り千多七

`

江 本 義 数(生 物i研 究 員(非)

〔1〕 国宝,15:11111'文化財建造物及 び)t」術品の徽害 と防除

(1)空 中微ノヒ物 の採取,そ の純粋培養,種0)決 定(43～44)

(2})芝 術品 に発生 した菌の培 養,防 除並 びに、美術品の保存方法(43～44j

(3)遺 跡及 び出L物 の微ll5,そ の防除及 び保存(44)

〔II〕 糸状菌の分類 と保存

各礼 も}収蔵庫,絵 画 より採 取 した菌の分類 と保存(43～44)

〔Ⅲ〕 陳列室及 び収蔵庫内の温湿度及び汚染 空気 が美術 品に及 ぼす影響 とその防除 に

ついての研究(43～44,共)
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立 田 三 朗(修 理技術研究室長)

〔1〕 文化財 の伝統的 技法 の調査及び記録作製(43～44,共)

建 築彩色 ・出土木製品 ・彫刻 ・工芸品等の技法の調査 と材質 ・素性 の調1り汲

び破損原因の究明。

〔皿〕 金工品のX線 分 析法及 びガンマー線 による材質及 び技法の調査研究(43～44,Jl`

螢光X線 による非破壊分析 法とガ ンマー線透視法を利川 し,金 工品の材質及

び技法構造等 を調査研究す る。

〔皿〕 合成 樹脂 による文化財 の保存技術 の研究(43～44,共)

金 風 ・木工 ・石材及 び彩色 につい て合成樹脂に よる保 存法 と材賀 強化法 ・処

置法 ・修理 法を研究 する。

中 里 寿 克(修 理技術研究 室)

〔1〕 文化財 の伝統的技法の調査及び記録作製(43～44,共)

建築彩色 ・出土木製品 ・彫刻 ・工芸品等の技法 の究明 と,材 質 ・素性の調 左

及び破損原因の究明。

〔皿〕X線 透視 による平 安鎌倉時代漆 芸技 法の研究(43～44,」1)

主 に平安鎌倉時代の漆芸について,X線 と顕微鏡 を川い,材,`,1・構造 ・施is

法の調査研究 を行 ない,合 せ て実 測を記録 する。

〔皿〕51ゴイ楼漆∬莫ODイひ干究(43～44,罫 匙)

古墳時代の出土漆芸品について,そ の漆膜 の施 工法,漆 の材 質,漆 の 老化等

について,視 覚的 に調査研究す る。

茂 木 曙(修 理 技術研究室)

〔1〕 合成樹脂 による文化財の彩色保存技術の研究(43～44)

建造物 ・絵 画 ・彫刻等 に描かれて いる彩色の合成樹脂によ る保 存のたy)の 披

術 的研究。

〔皿〕 受託研究によ る科学的保存処置(44～44,共)

研究を依託 された ものの内か ら,主 に彩色保存 に関する技術的研究。

b
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V研 究活動及び事業

江 本 義 理(主 任研究 官)

〔1〕 文化財 の材質 に関する研究(43～44)

非 破壊的 分析 法および微 鍛試料 による分析 法の検討 とその感度 ・精度 のfgalL・

に関す る研究。X線 分析 ・赤外線分析 ・熱分析な どによ る材質の判定,変 質・

劣化 および技 法に関 する研究。科研費(総 合)「 近 世初期 口本洋風美術の実1

証的研究」(代 表者岡 畏三郎)の 顔料等 の材質研究を分担(43)。

〔皿〕 考古遺物 ・遺跡 に関す る考 古化学的研究(43～44)

遺物の材質研究ばか りで な く,埋 蔵環境 と埋蔵時の遺物の変質 との関連,出 三

土 後の変質,劣 化の機構 や過 程を究明する。

科 研費(総 合)「 日本初期金屈遺物の製産 に関す る研究一 肯銅器 を中心(代 表

者 三 木文雄)の 材質研究を分担(44)。

〔皿〕 空気 汚染 の文化財 に及 ぽす影響 に関す る研究(43～44,共)

ガスク ロマ トグラフ ィーなどによる汚 染因 子の究明 と二酸化鉛法 ・アル ヵ リ

濾 紙法な どによ る汚 染度の測定,金 属板の大気腐食度 による影響 の判定 とそ

の防除 法,並 びに陳 列室や収 蔵庫 の保 存環境 の調査。

C研 究 ・調 査 活 動(昭43・4～ 昭44・12)

4

岩 崎 友 吉(化 学研 究室長)

加 曽利 貝燦 貝層断 面および化居駈 の保存処 置を開始続行中。

沖縄 の木造 文化財 に対す る赤色塗料 の耐候試験を実施。

沖縄那覇1'1/(一(文化財天女橋修理指導0)た め出張。

品 川ガラス:〔場跡 緊急発堀 に協力,出 セ資料 を整理 中。

川崎市 寺尾台遺跡 の保存処 置を指導 し,地 層の断面標本を作製。

赤坂離宮天井絵画 の保存作業 に協力,続 行 中。

ローマセン ター第5回 総会(於 ベニス)に 日本政府代表 として出席,

NI!ti}Fに当選文化財保存1・の諸連絡を行ない,セ ンターの事業 計画委

員に指名 された。

栃 木III.し回 り鏡塚`1ゴ墳の出 上品保存処置指導,続 行中。

43

43・5

43・9

43・9

43.11

44・3

44・4

44・5
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愛媛県上黒岩遺跡 の保 存作 業指導。

ICOM第9回 総会(於 アムステル ダム)出 席,技 術の交流 を行 ない,

三研究 グル ープの委員 とな った。

熊本県横山古墳壁 画応急保存処 置指 導。

44・3

X14・9

44.1`L

樋 口 清 治(化 学研究室)

昭和43年 よ り千葉 市加 曽利 貝塚 において,貝 塚断面 および住居跡の 合成樹脂 によイ、

保 存処 置を実施 し現在な お継続中であ る。 この際出L人 骨の取 り ヒげノ∫法 に・,㌔新 し

い方法を試み成果を あげ た。

出土鉄製品の保存処置 に関 し,和 紙で包装 して合成樹脂溶液を減川含滲・1'るノ∫法を

開発 し,日 光男体山 山頂出土鉄器 約千点以上を始y),各 種の錆化鉄製品の保 存処置を

おこな った。また この方 法を平城 宮跡 ・宮 崎県立博物館を始y)各 地1・二普及 させた。昭

和44年4月 よ り栃木 県大 平町 鏡塚 古墳 出土遺物 一…括の保存処iri`.を受ll[研究 として現 在

な お続行中であ る。

石造文化財 の保 存処 置 としては,昭 和43年 に引き続 き紀 州明恵i .人卒⊥き1婆〔・)樹脂 充

填によ る保 存処 置を指導 した。 また凝 灰岩 のよ うな脆弱化 した石の強 化処置 として,

耐候性 に優 れたエチルシ リケ ー トの応 用を研究 し,IE要 文化財於),.阿志神flニレ 」階 撃

の保存処置 を指導 した。

門 倉 武 夫(化 学研究室)

前年度 に引 き続 き収蔵庫内外文化財環境空気中の汚染因 チを測定す るたv涼 都11∫知

恩 院 ・妙蓮寺 ・大覚寺 ・高 山寺な らび に宇治J1T'一等院,鎌 倉 市1ワ蓮 芋 ・杉1、与におい

て活性炭吸藩法によ り空 気試料を採 取 し,ガ スクローQトグラフ法で分析 した。 ・i乙等院 ・

妙蓮寺で硫化水素 ・メルカ プタンを測定 した。

文化財環境 空気中のイオウ酸化物 ・窒素 酸化物 の経年 変化 を検 討す るたv,ヒ 野 ・浅

草 ・横浜 ・京都 ・宇治 ・箱根 ・熱海等 の博 物館 ・美 術館 ・寺院 におい て計24ヵ 所 て過

酸化鉛法 ・アル カ リ濾紙法 によ り空気汚染度 を測定 した。

文化財 におよぼす低濃度の硫化水素 ・メルカプタ ンの影響 につ いて ガラス容器 中で

銀 ・銅 ・鉛系顔料 に対 しモデル実験 した。

●
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美術 品の材質 調査 として,ガ ス クロマ トグ ラフ法によ り油絵具 の油 の分析,使 用油

の 同定 法に関す る予備実験,亜 麻仁 油 ・えの油等に対す る徴 魁試料(0.1g以 下)の

分解,ガ ス クロマ トグ ラフ分析 条件,絵 画の油の分析 法を検討,実 験 した。

爾

登 石 健 三(物 理研究 室長)

万国 博覧会の開催 に関連 して,ま ず民間の…・行事であ るタイムカプ七ル計画に参加,

度 々技術的 協議 を した。又同美術展示館 の保全 について は"∫門調査員 として空調関係 ・

照明関係等の調査に従 って いる。その他 この期間の活動 のtな 日的 も展示 ・収蔵な ど

の施設 の屋 内状況を知 ることで,こ れ には特別研究費に よる調査研究 も ・環 として含

まれてい る。43年8月 の京都 知恩院 ・妙蓮寺 ・ノく覚 芋・平等院収蔵庫の1り1「硫,44年3

月の鎌 倉青蓮寺 ・杉本寺収蔵庫調査が これにll亥当す る。その他は先 ノ∫の求y)に よ る展

示 ・収蔵 の適性 しらべが多い。東博東洋館 ・小川急 百貨店催 会場 ・中尊 孝 ・近代 美術

館 ・びわ湖 博覧会 ・富士銀 行(オ リンピ ック旗保管)・ 金沢文庫 ・神 易を川県}完博物 館・

国立劇場 ・京都 博物館 ・知積 院 ・束博におけ る欧 州展汽ll備室な どであ る。 そのほか法

隆 寺金堂壁 画模作パネル調査 を43年71Jに 行 な った。鎌 倉高徳院 は43{1三11月2回44年

1月2回 調査 した。 皆の写真を得 たので同一・地点 か ら同 ヲ∫向で撮 影 し比 較するたy)

で ある。

見 城 敏 子(物 理 研 究 室)

昭 和43,44年 度 は1三 に収 蔵 庫 内 外 の 温 湿 度,,:性 微粒 」㌃に よ る偏 苛 度 を 測 定 し た。

44年2月,10JJに,京 都 府 妙 蓮 も}・高 山 寺 ・人覚 寺 ・知 恩 院 ・宇 治 市 、iく等 院 の収 蔵 庫

を 測 定 した 。 鎌 倉 市杉4滝,}・ll'蓮 、㌧b極 楽 、y・、証 鮒 是 与は 月 にjlil測 定 した。44年11

1Jに 厳 島 神 社 の 収 蔵ll1この 環 境 状 況,鳥 居 の 顔 料 の 変 退 色,腐 触 状 況 を 調Ii.し た 。 東洋

館 ・近 代)rr術 館 ・神 奈)1;県 、1ノニ博 物 館 の 会 場 ・収 蔵庫 を 測 定 した 。

石 川 陸 郎(物 理研究 室)

X線 γ線 による文化財 内部調査 につ いては44年2月 に延暦 寺 ・金剛寺 ・京都f物 館 ・

奈良 博物館 ・藤llDき術館等 の平安時代作製 の漆芸nuc、の構造 調査 を実施,44年8月 には

口光輪王 も}11:人明rの 構造及 び後補箇所 の調査,東 照宮陽 明門天井絵の修理 に伴 う布
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着せ の有無等の諸調査を行 なった。 「陳列室並びに収蔵庫の室内温湿度及び汚染空気

が美術品 に及ぽす影響」の一環 として43年11月 に京都府 の大 覚寺 ・知 恩院 ・高山寺 ・

妙蓮寺 ・平等院 ・仲源寺等 の偏苛性及び温湿度の経年変化の測定,鎌 倉市の青運寺 ・

杉 本寺 ・証菩提寺 ・極楽寺等 につ いて前記同様 の測定を行な った。43年8月 には先方

か らの依頼 でびわ湖博覧会 開催 にあた り美術 品陳列館内 の温湿度 ・偏 苛性 についての

測 定を行 ない会期 中の美術 品の安全 をはかるため諸調査 を行 な った。44年11月 には厳

島神社 の収 蔵庫 の環境調査,鳥 居 の顔料 の変退色状況,腐 触状況等 の調査及び麿国の

西村美術館 の陳 列状 況など調査 し収蔵庫 問題 の参考 に供 した。

`

[
叫

江 本 義 数(生 物研究室)研 究 員(非)

富士銀行本店

オ リンピ ック旗保 存のための防徽 ・防 虫(43)

千葉市

千葉県千葉市加 曽利貝塚の徹害調査 とその防除(43～44)

京都博物館

彦根 屏風 徽害 調査 と防 除指導(44)

東京博物館

御物 十六 羅漢絵 画の徽 害調査 と防除(44)

後白河法皇御木 像の徽害調査 と防除指導(44)

栃木県大平町出土の酵類 の研究(44)

京都市高山寺 ・妙蓮寺 ・知恩院 ・大覚寺 ・仲源寺,宇 治市平等院 各収蔵庫 内の空中徴

生物の 調査(43～44)

立 田 三 朗(修 理 技術研究 室長)

43,44年 度の受託研究 によ って,東 福寺三門 内部 彩色 の,特 に天 井紙 貼彩色絵 の保

存処 置法について検 討 し,又 称名寺本堂板絵彩色 と石山寺三重塔四天柱彩色について

処置法を研 究 した。又輪王寺蔵五大明王像 については立体 像におけ る彩色保存の処 置

法,清 水寺絵馬については彩色変質状態におけ る処 置法を調査研究 した。金工品につ

いては鳳来 寺境 内出土鉄器 ・二荒山山頂出土鉄器 ・松本市出土鉄製 ごま炉等,特 に鉄

∂
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製品の保存処 置法について研究を行 ない,平 等院屋上銅製鳳鳳について技法調査 を行

なった。石材の保存処置 法については和歌山県明恵上人遺跡の破損状態の異 なる7基

の卒塔婆 につ いて調 査を行な った。

又東京 都の文化財 綜合調査と して43年7月23日 よ り8月20日 まで,荒 川流域を 調i

した。

中 里 寿 克(修 理 技術研究 室)

平安鎌 倉時代 漆芸品を,43年 度は科学 研究 費によ り約10点,44年 度は5点 をX線,

顕微鏡等を用いて調査 し,技 法研究を行な った。又受託研究費 により東福 寺 ・称名 寺

の建築彩色,輪 王寺板絵の彩色 について調査撮影 を行 な った。又,大 平七廻 り遺跡の

出 ヒ遺物 の うち,漆 芸品について漆膜 の調査を行な った。

茂 木 曝(修 理技術研究室)

合成樹脂 による彩 色保存 のための技術的研究 を行 ないその対象とな った ものは東福

寺三凹上層内部彩色(41年 度～43年 度)・ 久能山東照宮本殿内部彩色 ・南部利康霊麗 建

築彩色 ・輪王寺五大明王像の極彩 色 ・称名 寺本堂壁画 ・石山 芋多'1《塔内部巻柱の彩色

な どが あり,日 光陽明門天井取外 しのための剥落 どめ指導 も行な った。

ら

江 本 義 理(-1:TF:研究官)

材質研究 一明治建築 の塗装,屋 根板 などを,山 形済生館本館(43・6)・ 東人標本館

ほか1件 につき,X線 分析,塗 膜 セクシ ョンの顕微 鏡的 研究 などを行 な った。 京都清

ノ摘 ・の絵 罵(isr--i船)の 変質 汚損,奈 良於)亀阿志神社i° 三IE塔(44・6)・ 法隆 抽 食lt

壁画再現用顔料(43・7♪ に関 して材`L31,変質について調査。

考 占化学的研究一栃木県大 ・i41町七回 り鏡塚発堀に立会 い(44・4)・ その後金属器'

顔料 ・漆な どの材質研究 と共 に,遺 物 の埋蔵環境 と変質過程 を推定,さ らに研究続行

中。装飾古墳 の顔 料 ・石の変質研 究の事前調査 として,福 岡県王塚 ・竹原 など,熊 本

県・「金甲 ・チ ブサ ンなど計12ヵ 所 を調査 した(44・5)。 また年代測定 のシ ソポジウ ム

(京大原 」枷i実験 所)にllf席(43・9)。 銅鐸(16点)・ 三角縁神獣鏡な ど(14点)'中

国 占銅111uY(7点)そ の他の材質研究を行な った。
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空気汚染一上野 ・横 浜 ・鎌倉な どで汚 染度,腐 食 度の測定,そ の他収蔵lfl`内外の保

存環境 調査 に参加 した。

岩 崎 友

① 絵 画の修復 と保存(分 担)

② 木製 品の保 存処L'rtU-L(第報)(共 嵜)

② 考llゴ学的 出 上遺 物の科学 的保 存処 躍

⑤ 埋蔵文化財 の保 存処il至

⑤ 合成 樹脂 による文化財 の保存修復処 置

⑤ 出L品 の科学的保 イ∫処置

⑥ ハ ワイ出張 小報告 粥巴)

　他
説

の

解

そ
③
⑥送放

文
演

論
拶

②
⑤
塩

表
粥

書
猶

著
研

・

・:

・43

①
④
昭

　
　績業究研要主

麹室院勃唯吉

Q

世界 の文 化 史 蹟14

イ呆イ'幸斗'ツ:5

ミ ュー ジ ァ ノ、224

記 念 物 課 発 堀 技 術 者{り1修1:

1ポ リマ ーの 友 庄 俄 座 淡 会

東 京 国 、7:文化 財 研 究 所 開 所 、1己念 日講 演 会

ビシ ョップ 博物 館 を 中心 に

博物 館 二 、.一スql博 協♪3443・4

4:3・IU

as・s

44.11

Q3・8

44・7

44.11

V

樋 口 清 治(化 学研究室)

② 木製II"「πの保 存処 躍(第1報)(共 告)保 存科'学544・3

③ 考占学的 出L遺 物 の保存処ILI(共 著)日 乍彦llゴ展 日録44・10

④ 国宝元興 、¥極楽坊 ノ通 ・」・塔修理 ユ事 報告lll:(樹脂加工 の部分)(共 酌

国宝元興 寺極楽坊五 重小塔修理 に・1`報II譜44・3

⑤ 文化財修理 における合成樹脂 につ いて 美術工芸課修理技律1者講1い絵43・11

⑤埋 蔵文化財 の保 存処i配 記念物課埋蔵文化財発掘技争ll堵研 修会43・8

⑤ 〃 〃44・8

⑤ し廻 り鏡塚 出一L品の保存処 置について 栃木県大平町社会教 育研究人会44・12

⑤ 合成樹脂 による文化財の保存修復処置 「ポ リマーの友」主催座1淡会44・9

r

登 石 健 三(物 理研究室長)

② うちたて コソク リー ト室内 にお ける美術品の材料の変化 とそ の

危険度 の判定 法に関す る基礎実験(共 著)色 材 協会誌41,493・4

●

■
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QQAsimplemethodofmeasuringthealkalinityofairin

newconcretebuildings(共 _iStudiesinConservation13,443・11

② 文 化 財 撮 影 時0)照 明1こ 対 す る 安 全 に つ い て のY;;;'q購:)保 存 科 学544・3・

($)展 示 の 科 学 月 刊 文 イヒ財5843・7

③館内空気状況の問題

③博物館照明

⑤備 科学 について(所 イ∫㌔ 鯉 縛 糊 会)

⑤備 科学(昭 和44年 度文化財C術 工芸品)管理研究 協議会)

⑤科勤 灘 につ いて(第14回 修理技術後継 者(美や断'riミ
1㌔占)餐∫J壇ll簿卍ち》!/al1:)

⑤k術品撮影時の写真照明

⑥ 磐 濾 鰭chae°1°gytechnicalabst「acts

金 沙:↓文1通{{ひrラ七15143・11

博 物 館 研 究41,443・12昏

熱 資屡 ・・名iiゴ1菟墨43●9

人 宮43・1ひ

金 シ{・ 」ぐ聖チ44・6

イ山1乙ヤ44・7

京 者15i【q、r.博4勿館44・10・

開 所 記 念 講 演 会44・is

AATAAbstracts43-44

見 城 敏 子(物 理 研 究 ヨO

② う ヒ,たて コ ン ク リ ー ト室 内 に お け る 美術 品 の 材料 の 変化 と そ の 危 険

度 の 判 定 法 に 関 す る基 礎実 験(共 宮)色 材 協 会,;,x,41,443・4

②ASimplemethodofmeeuringthealkalinityofairinnewConcreat

building(-)StudiesConsevation13,443・11

,

石 川 陸 郎(物 理 研究)

② 法 隆 ぴ献 納 宝 物1;吃漆 使楽 面の 製 作技 法 に つ い て試 考一X線 透 祝 に よ

る漆 芸llllllの研 究.・一(共 博)ミ.。 一 ジ ア ム20643・5・

② 文化 財 撮 影 時 のlifilリ」に 対す る:娼 ≧につ い てU)考 察(共 苫)保 存科 学544・3

② 、1∠安 時 代 漆 芸技 法 資 半こ1(『111>r其 苫:♪ 保 存 科 学544・3.

o

江 本 義 数(生 物 研 究 室)研 究 員(非)

②,r:要 追術Illll試丈どの 保 仔 と カ ビ

② 為 替 パ ン ク.引:組 の 柱 頭 と科1頭盤

② 法 隆 ぴ金 堂焼 損{1更休 の 黒 斑 と徽

博物 館 研究41,343。9・

博4勿館 研究41,443・12

イ呆イ『不斗・学543●8.
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立 田 三 朗(修 理研究室長)

②平安時代漆芸技法資料皿(共著)

②金色堂堂内装飾の工芸技法について(共 著)

イ呆イ∫{不斗学544。3

仏 教 芸術7244・10

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

② 法隆 寺献納宝物乾漆伎楽面 の製 作法について一X線 透 視による漆 芸

品 の研究(共 著)ミ ュージアム20643・5

② 平安時代漆芸技法資料 皿(共著)保 存科学544°3

②1.色 堂堂 内装飾の工芸技法について(共 著)1ム 教 芸術724b・10

茂 木 曙(修 理技術研究室)

②知恩院経蔵内部彩色保存処i f呆 でゴ{干斗・学543。3

江 本 義 理(主 任研究官)

② 智光 曼茶 羅の素材 につ いて 智光11'161'14t(1r学術llr出版 ∫コ

② 古文化財 のX線 分析法 によ る材質測定 資料 皿 保存科学5

金属一漆芸品一蒔絵 材料,顔 料一 考古資料(一ヒ器彩 色など),

顔料一建築彩色

② 桜 ケ丘8J銅 鐸な ど螢光X線 分析について(神 戸市桜 ケ【1二鰯'¥銅 曵

調査報 告書)兵 庫県文化財調 疏報告1

② 仁和 寺蔵宝珠筥納入 の板絵四天王の彩色顔料 の分析)さ 術研究256

② 東照 宮奥社殿外装金具の材質 大U光32

② 考古 資料 の化 学的研究一考古化学 とは ミュージァム225

③ 大気 汚染によ る美術品 の腐食 金属39,5

③ 汚染 され る文 化財 の防錆対策 表面処理 ジャーナルz,3

E科 学 研 究 費 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)
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V研 究活動及び事業

F受 託 研 究

e

昭和43年 度

〔1〕 東福寺三門 内部 彩色 剥落 どy)(41～43年 度)

三門解体修理が計画 され,解 体時の震動でL層 内部に画かれてい る彩色が剥

落す るの を防 ぐ目的 で剥落 どy)処 置を実施 した。昭和41年 度か ら継続 され,

43年 度で終 った。

CII)
2輪 王寺木造五大明=E像 の内二体(不 動 ・大威徳)の 彩色保存処置

〔皿〕
輪王寺三 仏堂 の一隅 に安 置されて いた五大明毛像 は木造寄木造 りで極彩色が

施 されて いるが,中 禅 寺の新堂 に移納す るたy)彩 色の剥落 どめを中心 とした

保存処置を実施 した。今年度 は不動 ・大威徳の二体 を行な った。

〔Ⅳ〕 日光二荒 山出土鉄器保存処1

出土鉄器 の錆 による崩壊防iヒの処置 として,表 而 に樹脂光沢が残 らないよ う

に鉄器を和紙で厚 く包み,そ のままアク リル樹脂を減圧含滲す る方法を開発

し,男 体 山出土の鉄器 の保存処tを 実施 して この処置法を検討 した。

昭和44年 度

〔1〕 石 山寺多宝塔 内部柱彩色保 存処i

多宝塔内部全体 に11=1って の合成樹脂に よる剥落 どy)は すで に行なわれ たが,

特 に巻柱 の彩色 につ いての剥落 どy)処 置が必要 とな り,本 年度の終 りにそ の

部分 につ いて のみ実施 した。

〔II〕 称名寺本堂壁画 側落 どめ

本堂内 の壁画 二而 の内,弥 勒来迎 図に対 して は,過 去 に合成樹脂 による剥落

どめが行なわれた。今 回は弥勒浄土図 を主体 に行な った。

〔皿〕,輪 王寺五大明下 の内 二体(π 茶利 ・降三世 ・金剛夜叉)の 彩色保存処置

木 彫寄木造 り極彩色 の'f:ilどめを 主体 とした保存処置を前年度 に行な った。

引続 き軍茶利 ・降三 世 ・金岡腋 叉の三明王 についての保存処置を実施 した。

〔Ⅳ〕 七廻 鏡塚 古墳 出L・品保存処 置

この古墳 出一Lの遺物 は出土状態が極めてよ く,王 纒大刀始 め考古学上貴重 な
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ものが多 い。材質的 には木 ・漆 ・皮 ・金属等多様で,処 置方法 もPEG法 を

始め各種 の方法が必要で あり,現 在進行中であ るが,保 存技 術上の興味 は深

い。

〔V〕 日光二荒山出土鉄器保存処 置

前年度 において実施 した鉄器 の保存処置 を今年度 も引統 き年度末 に行 な.,た 。

国立文化財研究所研究受 託規程(昭 和34年4月30日 文化財保護委員 会告示第14号)

(趣旨,

第1条 国立文化財研究所(以 下 「研究所」 とい う。)が 委託によ り行 う文化財 に関

す る科学的調査研究(以 下 「研究 」 とい う。)については,こ の規 程の定め るとこ7)

に よる。

(委託の申込)

第2条 研究所 に研究 を委託 しよ うとす る者 は,第1号 様 式による研究 委託lil込海を

国立文化財研究所長(以 下 「研究所長」 とい う。)に提出 しなければな らない。

(受託)

第3条 研究所長 は,前 条 の規定 による委託 の申込 を承諮 ザる場r㌃には,第2}ナ 様式

による研究受託承諾書を 当該研究を委託す る者(以 ド 【委II」 とい う。)に 交付

す る。

(費川の 負担)

第4条 委託 者は,そ の委託 にかか る研究を実施す るため に必 要な次の 各号に掲げ る

費川の合計額 に相当す る金額を負担 しなければな らない。

一 国家公務 員等 の旅 費に関する法律(昭 和25年 法律 ㌶Σ114}力 及び 文igSi1所管旅

費規則(昭 和25年 文部省 訓令)の 規定による旅費

二 器具機械費,消 耗 品費,通 信運搬 費,賃 金 その他研究 に要す る経費

(費用の納入等)

第5条 委託者は,前 条の規定によ り負担すべ き費用を文化財保護委員会歳 人徴収官

の 発行 する納入告知書 によ り前納 しな けれ ばな らな い。

2研 究所は,研 究が終了 した結 果,前 項の規定によ り納 入 した金 額に過不足が生 じ

た 場合 には,委 託者 にその額 に相 当す る金額を返還 し,又 は納入 させなければな ら
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V研 究活動 及び事業

ない。

3委 託者が第1項 の規定によ る費用を納入告知 、i;:に定y)る 期限 内に納入 しない とき

は,委 託を取消 した もの とみなす。

(研究の中1L)

第6条 研究所 は,研 究所 の業務 に支障が あるた め,又 は災害その他やむを得 ない理

由が あるため研究 の継続が 困難 とな った ときは,当 該研究を中1ヒす ることができ る。

この場合 において,研 究所長 は,遅 滞な くその 旨を委託者 に通知 しなければな らな

い。

2前 項 の規定 にかかわらず,研 究所 は,委 託者の申出によ りその委託 にかか る研究

を中止する ことがで きる。

3研 究所 は,第1項 の規定 によ り,研 究 を中 【f:した結果,前 条第1項 の規定 により

納 入 した金額 に過剰を生 じた場合に は,そ の額 に相当す る金額を返還 しなけれ ばな

らない。

(研究の結果の報告)

第7条 研究所長 は,研 究が終 了し,若 し くは中1ヒされた ときは,遅 滞な くその結 果

を委託者に報告 しな ければな らない。ただ し,研 究の過程において委託者の求めに

応 じて 中間報告 をす ることがで きる。

(研究 の結果の公表)

第8条 研究 の結 果の公表 は,研 究所 がこれ を行 う。

(損害賠償 の免 責)

第9条 研究所は,天 災その他研究所の責に帰す ことがで きない理由によ って,研 究

に関 し委託者の受 ける損害 について は,そ の賠償の責を負わない。

(委託者の 協力)

第10条 委託者 は,研 究所 長の承認 を得て,そ の委託 にかか る研究 に関 し協 力す るこ

とがで きる。

附 則

この規程 は,公 布の 日か ら施行 し,昭 和34年5月1日 以後 に行 われる委託 の申込か

ら適 川す る。
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(第一号様 式)

国立文化財研究所長 殿

研 究 委 託 申 込 書

昭和 年 月 口

現住所

氏 名 Jーー

国立文化財研 究所研究受託規程 に基 き,下 記内容を も って,文 化財 に関す る科

学的調査研究 を委託 したいの で申込み ます。

記

1題 目

2目 的 及 び 内 容1

3予 算 の 範 囲1

器 具,資 材等提

4饗 鷲 舞糎 ,
提供の時期等)

5完 成希望期限1

6公 表猶予期限

7そ の他希望事項1

(第二号様式)

研 究 受 託 承 諾 肛U:

昭和 年)J日

殿

国立文化財研究所長

昭和 年 月 日付研究 の委託 の申込 は,国 立文化財研究所研究受託規

程に基 き,下 記条件を もって,こ れを承諾 します。

記

1題 目

2担 当 者 氏 名1

3完 了予定期 日

4所 要費用担当額1

5所 要費用納期1
提供を要する器

6態繍

7そ の 他1
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2事 業

(1}出 版

A美 術 研 究

昭 和7イF1月 創刊,昭 和45年3月 第266号 を発行。 当研究所美術 部の調査研究の成

果を公 表するための機関誌。主 と して所属研究員 の執筆 にかか る論文 ・研究資料 ・図

版解説 ・美術関係文献 の校刊等を掲載 し,と きに所外研究者の寄稿を受け るこ ともあ

る。A4判,各 号本文42頁,原 色図版1,単 色図版5,各 年度6冊i二叫行,た だ し44年度

に7冊 刊行 した。

昭和43年 度(第254号 ～第259%',一)

昭和44年 度(第260号 ～第266'x,'一)

以上の 「美術研究」の論文題 日は次の とお りであ る。

美術研 究 第254号 昭和44;」:2)'1

仁平三年銘の持 光寺 蔵普賢延 命菩薩絵 像

後三年合戦絵巻をめ ぐる二,寛 の間題 下

美術研 究 第255号 昭和44年3月

n連 救母説話 とその絵画 一日連救 母経絵 の出現 に因 んで

万 鉄五郎 ←う 一 生涯 と芸術 一

)さや断{i汗究 歪琴ぎ256号Ilr不 口44イi三3)」

仁和 芋蔵宝相fl;=if;.絵宝珠 箱の文様 について

イ.1和も}蔵宝珠筥納入の板絵 四天E像 について

附 載 仁 不i時蔵 宝珠 ↑hl納入の板絵 四天工 の彩 色顔料 の分析

美術研究 第257;'・J昭 和44年3}J

;lr典様式 のヴ ィシsヌ 神彫刻

盛唐彫刻以降の展lilJ

弘長四年在銘の鉄造 阿弥陀如 来立 像について

r術研究 第258_,.
J昭 和44薙3月

溶 き日の岡倉 天心

柳 沢 孝

宮 次 男

男

郎

次

鉄咀

等

今
パ

中 川r咲

柳 沢 孝

江 本 義 理

修

郎

夫

三

昭

田

原

藤

高

松

佐

隈 元 謙 次 郎
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山下 りん筆 「十二 大祭 図」 につ いて

万 鉄 五郎 目 一座涯 と芸術一

美術研究 第259号 昭 和44年3月

藤 原定家 〈,:写長秋 記の別本 の断簡 につ いて

伝 ヒ杉謙信 所川陣 羽織 八領 一伝 上杉謙信 ・上杉 景勝所 用服 飾類

調査 報告 五一

美術研究 第260号 昭和44年91J

平安初期 における延暦寺の仏像

足 利義持所持 狐 草紙絵巻 をめ ぐって

美術 研究 第261号 昭 和44年12)」

明治末人正初 期の 陶芸

断橋 妙倫の墨蹟について

元画十八羅漢図について

李上達筆竹裡泉声 図

美争1サ研究 第262;'J・ 口召不ii44イi三12月

聖 エラスムスとエ ラスムス像 ヒ

万 鉄五郎(=)一 生涯 と芸術 一

美術研究 第2637,J昭 和45年1月

四天王彫像一 レ世紀の基準作例を中心 とす る形制の考察一i

聖 エ ラスムスとエ ラスムス像 下

三〉き争ド∫τヲ「ラ宅 第264号 日召不11454r311

皇居 杉戸絵 について

荻原守衛(中)一 一生涯 と芸術一

美術 研究 第265f-,.J昭 和45年3月

天明期創 製の腐蝕版 画技 法の原典 について野上

四天王彫像一十世紀の基 準作例 を中心 とす る形制 の考察一 下

地蔵菩薩立像

美術研究 第266号 昭和45年3月

永久寺真言堂障子絵色紙 形よ り出現の鷹 図について

β8

岡 畏 三 郎

陰 里 鉄 郎

田 村 悦j先

神 谷 栄J'

久 野 健

宮 次 リ」

中 川 「・ 咲

川 村 悦J'

ノiiII≧ ビiイイi

戸 川 袖 佑

坂 乍 満

険 里 鉄 郎

猪 川 和f

坂 本lll!1

関r一 代

中 村 伝 郎

菅 野 陽

猪 川 和1一

熊 谷 宣 夫

柳 沢 孝



一
天明期創製 の腐 触版画技法の原典 について 下

荻原守衛(中)ニ ー生涯 と芸術一

日占神社 のF予 観 音立1象及び 菩薩立像

B日 本美術年鑑

V研 究活動及び事業

菅 野 陽

中 村 伝 三 郎

久 野 健

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だ し昭和19～21年 版 および昭 和22～26年 版 は各1

冊)出 版 し,昭 和44年3月 まで に27冊 を刊行 した。内容は,毎 年1月 か ら12月 までの

わが国美術界の活動 ・情勢を記録す るもので,美 術界年史 ・展 覧会 ・物 故者略歴 ・雑

誌単行図 漫美術文献 日録 ・美術関係諸施設 ・美術関係団体 ・人 名簿 等を収録 し,所 内

研究員 の調査,執 筆 による。

C保 存 科 学 第5S'一 日召不044is3ノ 」

木製晶の保存処置(第1報)

平城宮跡出土木簡等について 岩崎1:・ 樋口71!治

法隆寺金堂焼損壁体 の黒斑 と徽 江 本 義 数

文化 財撮影時 の照明に対す る安全についての一」;,,.登 眉 健 い 石 川 陸郎

知恩院経蔵内部剥落 どY)処 置 茂 木II'

占文 化財 のX線 分析 法によ る材質測定資料 〔∬〕71:本 義 〕丑1

、i∠安時 代漆芸技 法資料 〔Ⅲ〕 中里 寿 寛 ・贋 川F杢 郎 ・立田 一孔朗

保存科学 第6'・ 昭 和45年31J

法隆 寺金堂壁 画バ ネノ姉 晃験報告 関 野 克

木製 品の保 序処置(第2報)

木造 文化財 の保ff処 置におけ る充填 ・整形 川合成 樹脂 について

岩崎 友 占 ・樋口 清治

空 気湿 度変化緩 和材 としての木材 の材種 による相違 登石 健 三・見城 敏子

1N'i'東福 芋 こ門 ヒ層 内部彩色保存処 置 茂 木 曙

漆の国化 と湿度 の関 係(研 究速報)見 城 敏子 ・登石 健三

搦木県大平町 出i㌦舟形棺 中か らの蘇類(研 究速 報)江 本 義 数

叫按 時代漆芸資料 Ⅳ 中里 寿克 ・石川 陸郎 ・立田 二朗
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「

Dそ の他の出版物

美術部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗垂張萱摘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

同

同

同

同

近代口本美術資料

同

同

墨跡資料集

同

同

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

?0

(美術研究資料第1輯)

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

第2輯)

第3輯)

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯1

第8輯 ♪

第9輯)

第10輯)

第11輯 ♪

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

II(i{≡U7

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

9

10

ii

1'1

13

is

14

15

16

1Ei

is

14

15

16

17

23

24

'16

24

24

26

24

24

25

26



法隆 、㌧金 堂建築及 び壁画の文様研究

黒 川清輝作,1,1、集

束洋美術文1猷日録

同 続編

東洋占美術文献口録

美術研究索引

美術研究総口録

高雄曼茶羅

來洋美術文献口録

口本東洋古美術文献目録

[リj孟ぐヤ∫.)q∫条II(不li10イドま 響⊂y

Ii召和11年 ～1司20年

日召不II21イト～1;刃25{1三

第1号 ～ 第100号

第1号 ～ 第230号

明 治 以 降 昭 和10年 まで(再1二ID

昭 和11年 ～ 同40年

V研 究活動及び事業

ほかに科学 研究 費補 助金(研 究成 果r1」行費)の 交付を受け,

で 刊行 された図書 は次の とお りであ る。

光学的方法に よる古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎署

1司

吉 川弘文館

便利 堂

llf川弘文館

同

大蔵 省印刷 局

口本経済新聞社

に8

29

肩昭

同

16

23

29

16

40

41

42

44

修監

同

同

同

同

同

同

同

同

の所究研本はたま

昭 和30

同32

同34

同39

同39

同41

芸能部

標漏川 木舞踊1普

音盤 口録1

芸能 の科学一芸能 資料 集1一 四世鶴歴南北作 者年表

同 一 芸能 資料 集2-一 鮫の神楽台本集成

昭 和35

同40

同41

同41

保存科 学部

敵要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落 どy)

(ii京 国 、7:文化財研究所受託研究報告 保 存科学部 第1号)昭 和35

国宝明E院 κ電塔内部彩色制落 止本作業及び木材の科学的処置

?1



]

国宝明王院五重塔四天柱塗装処置及び天井板彩色保存処置

国宝西明寺三重塔内部彩色剥落どめ

重要文化財東照宮内部彩色剥落どめ

国宝海住山寺五重塔内陣板絵及び彩色剥落どめ

重要文化財霊山寺三重塔内部彩色剥落どあ等科学処置

重要文化財万福寺木額,柱 聯,榜 牌等剥落どめ

重要文化財舟屋形内部彩色剥落どめ

国宝興福寺北円堂内部彩色保存処置

国宝崇福寺第一峰門彩色剥落どめ

重要文化財本地堂焼損材補修材料の研究

重要文化財崇福寺三門彩色剥落どめ

重要文化財般若寺十三重石塔初重軸石制落止め硬化処置

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ

国宝薬師寺東塔内部彩色剥落どめ

(同 第2号)昭 和36

(同 第3号)同36

(同 第4号)同36

(同 第5号)同36

(同 第6号)同37

(同 第7号)同37

(同 第8号)同38

(同 第9号)同38

(同 第101ナ)同39

(同 第11号)同39

(同 第12号)同40

(同 第13f)同40

(同 第14号)同40

(同 第15号)同40

(同 第16;ナ)同41

重要文化財千代神社本殿の向拝手挾の保存修理にかかる保存処置

(同 第17号)同41

木造神像二躯の科学的保存処置(同 第18s)岡42

Y

(2)公 開 学 術 講 座

葵術部

r43年12月4日 於 日本経 済新 聞社 小ホ ール(公 開 講座)

明治初期の洋画 岡 畏 二 郎

明治 の洋画は,江 戸時代 洋風 画の技法,伝 統がそのまま継続発展 した とい うよ り,

維新後,西 欧の影響の もとに全 く新 たに発足,発 展 した と考え,作 品の スライ ドを多

数 用いて概要 をのべた。

明清 の文人画 川 上 浬

ム

?2



「

V研 究活動及 び事業

明代にお ける文人画家 と職業画家 との交流 と対立,明 末の文人画の典型化 と分派,

明消交代期におけ る異色画家の窃出,清 代に明瞭 とな った文人社会の変質 と文人 画家

の新 旧2つ の タイ プ等につ き,i内 国外の現存作品多数を映 写 して説述 した。

44年12月3日 於 日本経済新聞社小 ホール(公 開講座)

藤 原仏画の展開 柳 沢 孝

10世 紀 か ら12世紀 までの約300年 間にわた る仏教絵画の主 要遺品を中心と して,そ

の様式的特色 と展開 とに関 し,ス ライ ドを用いて概 要を述 べた。

明治の彫 塑 中 村 伝 三 郎

江戸時代 か ら明治が継承 した伝統 彫刻の復 占,改 新蘇生の過程を タテの系 譜とし,

明治9年 工部美術学校が創設 され,そ の彫刻学科 に於て 西洋技 法(+1QJ造)と 精ネ畦1との

移植が行 なわれ てか らの流れ をヨコの作用 とみて,こ の両者が如何 に接触交響 しあ っ

て発展 して きた かの明治彫 塑の史的展開 につ いて,そ の概 要を スライ ド75枚を用 いて

説述 した。

芸 能部

昭和43年11月15～16日 朝 日講堂

「おど りの技 法」

第1日

1舞 踊ni横 道 萬 駐 雄

舞踊 譜の原理,辮 楽 ・能 ・歌多乖伎舞踊譜0)実1燦,1標 準舞踊譜」の組織,舞 踊漕

の将来 について,実 例 を挙 げつつ説いた。

2お ど りの伝承 佐 藤 道 子

「舞 曲扇林」「風姿花伝」 を例 と して,お ど りの技 法の1;C礎を説き,師 弟三代 に

よる 「助六」の実演 と座譲 会を通 して,世 代 ・年齢等 による技法の異同 を説い た。

花 柳 昌 太 朗

実演 「助六」 花 柳 千 代

花 柳 千 和 歌

第2日

1動 きの基礎 仲 井 幸 郎

いわゆる 「おど り」 における共通 した身体 的動作 として,ま う ・くるう ・お どる・
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ふむな どの基本的動作 を抜 き出 し,そ れ らが単 なる 日常的な動作 か ら,あ る1」的 を

もって くり返 され芸能化 して くる筋道 を,ス ライ ドを併映 しつつ,芸 能史的見地 よ

り解説 した。

2お どりと劇 浦 山 政 雄

おど りが歌舞 伎の中に占y)る 位 置を,歴 史的 に概説 し,戦 後22年 閲に東京1三要劇

場 の本興 行で,3回 以上.ヒ演 された所作事約100種 について,技 法によ る分類を試

みた。

3舞 踊公演の将来 ヱ 隅 治 雄

対談 花 柳 ズ∫ 楽

明治 以来,歌 舞伎界 か ら独立 した舞踊 家たちは,い ろいろの形の舞 踊公 演を開い

て来たが,そ の多 くは身内を相手 のお さらい会か,研 究発衷会T.i{1(iのもので,社 会

大衆 との交流はなか った。今 日の日本舞 踊の衰退の原因が従来0)公 演の性 格の偏向

にあるとすれば,今 後 の公演 の持 ち方は どうあ るべ きか,そ の形式 ・演 日配列 。演

口内容 ・舞踊寡 の心概 え等 について,明 治以後のrT1例を引川 しなが ら意見を 交換 し

た。

昭 和44年12月23日 朝 日講堂

「民俗 舞踊 の技法」

1民 俗舞踊の庭一御所 か ら河原 まで一 仲 井 章 二 郎

民俗舞踊 の行 なわれ る場所 についての概観 で,民 俗舞踊 にはそれぞ州ll賄 の算台

が あ り,決 ま った場所 で行 なわれ ることが芸能 の大事な条件なのだが,民 俗 多ll「踊の

行 なわれ る機会 が祭の庭 であ り,神 迎えか ら神 送 りまでの神の一・辿の行動に今 日o)

民俗舞 踊の根源 がある以上,そ の舞 台は神祭 りのそれぞれの場所であ らねばな らぬ。

境 ・道 中 ・大道 ・門口 ・庭 ・放出 ・座敷 等,芸 能の行なわれ る場所を,上 述の見解

か ら解 説 し'た。

2お どりの技法の流れ一念仏踊 ・小歌踊 ・盆踊一 三 隅 治 雄

わが園の民俗 舞踊には"お どり,,と 名の るものが数多 くある。 おど りはほん らい

跳躍を意昧す るが,こ の跳躍動作が どの ような発展径路をた ど って念仏踊 ・小歌踊 ・

盆踊等 等の踊の諸群を生み出 してい ったかを,ス ライ ドや実演 によ って具体的 に解

説 した。

?4
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V研 究 活 動 及 び ・1{:業

実 演 清水 和 歌 ・小 も}しのぶ

(3)開 所記念 日行事

昭和43年 度(美 術 部担 当)

昭 和43年10刀18日 ～19日,東}1(国 立文化財研究所 の開所ii己iuT7`f:として 「平安木彫

展」 を本研究所黒 田記念 室において,開 催 した。 出陳 した木彫 は,重 文4点,重 美1

点を含む18件 で,個 人所蔵のため一般 の研究 者が見 ることのむつか しい木彫及び全 く

未発表の作品等が主で あ った。 この たy)参 観 者は多 く250人 に及 んだ。

昭和44年 度(保 存科学部担当)

昭 和44年10月25日,東 京国立博物 館大講堂において,1粥 所記念講演会を催 した。

1.出 士品の科学的保存処置 化学研究室長 岩崎 友i-i

東京国立博物館 の 日本考古展一考 占学,こ の25年0)歩 み一に因 んで題i]を 選 らんだ 。

考 占学的発掘 による出士 品は,発 掘 の瞬 間か ら環境 の激 変による大きな変化 の過程 を

た どるので,崩 壊 を未然 に防 止す るたy)に は,出 止品発見の時 点か ら化学的保存処 置

を開始 した ければな らな い。そ の最 も顕著を例 として,保 存科学 部が一一;;is受託研究で

行 な った栃木県大平 町七 回鏡iii墳 の実例 を,木 製品 ・金属製品 ・皮革製品 について

f説 した。

2,美 術品撮影時 の写真照明 物理研究室長 登石 健 乱

文化j'は,昭 和44年8月23日 文化庁 長官裁定 で11写 真撮影等 に関す る基 準」 を制定

したが,撮 影時 の写真照明がr術llll等に悪 影響 を生ず る と認y)ら れる場 合は許可に な

らない ことを規定 してい るので,光 源の種 類を各1悦の ヒ,そ れ らの被写体 に対する影

響を科学的 に検討のi-.,撮 影時 の注意'll項を説明 し,照iり』基準を提案 した。

φ

(4)国 際国内関係

美術部

国際関係 として は)亀術部の出版物 ・研究資料な ど各国 との交換が盛んに行なわれ,

また外国の研究 者で'11部研究員 の指導 ない しは資料を利用 し研究を進 める者 も多か っ

た。海 外におけ る調査研究 につ いては坂本 技官 が42年11月 よ りヨー ロッパに留 学中で
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あ ったが,西 洋美術史及 び西洋版画 と 日本初期洋風画 との交流関係の調査研 究を終え

43年11月 帰 国 し,戸 田技官 は43年10月 米国 ク リーヴラン ド美術館におけ る元 代),,術展

のシンポジウムに参加 し,更 に米国各地の元代絵画の調査 を行ない,柳 沢技官は43年

11JJよ り44年1月 まで欧米な らびにイ ン ド所在の 日本 及び敦煤請来の仏教綴 画調 査の

た め出張 した。

国内 におけ る活動については前記各 項に記 され ている如 くで あるが,学 会関係 と し

て特に美術史学会 ・美学会 など と接触 を密に し,多 くの寄 与をな した。

芸能部

1関 係'学会

部員は,芸 能学会 ・芸能史研究 会 ・中世文学 会 ・東洋 音楽学 会 ・日 イ純演劇学 会 ・日

本 歌謡学会 ・[1本近IL文 学会 などに参加 し,そ れ ぞれ の学 会に理 事 ・委tl・ 幹 「ドと し

て寄 与 してい る。

2関 係研究会

部員が個個 に関係す る研究会は数 が多いので,全 員が関係す るものだけを挙げ る。

〔1〕 江戸末期以来の歌 舞伎獺子 付帳の分析研究を 目的 として,歌 舞伎難 ∫協会 ・

国立劇場 芸能 調査室 ・早稲 田大学演劇 博物館 など と提 携 し,そ の他数 名の学 者の参加

を得,昭 和42年 以来,隔 月一回歌舞 伎難子 研究 会を続 けて いる。

〔H〕 芸能 の技 法の総合的組織的把握 を日的 とする研究会を,昭 和42年 度 よりりll始

したが,能 楽 の技 法を 中心 とす る第一期3年 計画 は,膏 楽舞踊研究室のL導 に」ζり,

東京芸大 ・早大 ・法大 ・東京女子大等の学生お よび卒業生十余名の 参加を得て続行 し

て いる。

3万 博 関 係

郷土芸能研究室長三隅治雄 は,お 祭 り広場 の芸能の演出企画を担 当参与 してい イ、。

保存科学部

1fl召 和44年4刀 ベニスで開催 された ローマセンター第5回 総会 に岩崎友吉化pv,1一研

究 室長は 日本代表 として 出席 し,理 事 に選挙 され,日 本 は理事 国とな った。囚み に日

本 は昭和42年12月 ローマセンターに加 張 した。(ロ ーマセンターは,文 化財 の保存 と

修復 の科学的研究 の国際 センターで ローマに置かれて いる。)

2昭 和44年4月 中華民国台湾 故宮博物院の招 きで,岩 崎友吉化学研究室長は,同
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V研 究活動及び事業

院の保 存研究室の設 、L.に対 して助 註をTJ'なったが,昭 和44年10,11月 の間 に,同 院1∬

院長の7`氏 とともに震氏の来訪 を受 け,更 に具体的 な必要設備 の資料 を提供 した。

3・ 昭和44年9月 アムステル ダムで開催 された ローマセンター及 びi　a際博物館会議

(ICOM)の 文化財の保存に関す る第9回 総 会に招請を うけて,岩 崎友吉化学研究室長

は出席 した。

4昭 和43年 開館 した東 京国 、z博物館東洋館及 び昭 和44年1廻館 した東京国 立近代美

術館の保存環境 について文化財 の保 存(・か ら,登 石健 三物理研究室 長は専門 委t1と し

て 協議に 参加 し,特 に螢光 灯照 明について試験を行 な った。

5昭 和43年 か ら,万 国 博覧会 の美術館o)難 築lll'画と,竣 工 後の文化財 の保全管理

に科学的な立場か ら協力のため,関 野克保存科学部長は委11と して,登 石健 一物 珂!研

究室長 は専門調査 員 として参加 した。

6昭 和43年,44年 の両年間に,文 化庁の発掘技術 者研究会 に,岩 崎友吉化学研究

室長 と樋 口清治研究員,美 術工 芸品修理技術 者後継者養成講習 会に登石健二物理研究

室長 と樋 口清治研究員,文 化財,i」.理者講習会或は管理研究 協議会 に登石健三物理研究

室長がそれぞれ講師を委嘱 された。

や 幽
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VI研 究 施 設 ・設 備

1蔵 書

美術部

東 洋古美術 ・近代 日本美術 ・西洋美術 関係 を主 として,和 漢洋llFを合わせ て約17,000

部,ほ かに美術関係 雑認 ・売 立 口録類及 び拓 本が あ る。

芸 能部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦獅 ・民俗芸能 ・寄lrl吉芸その他 わがisの 伝統 芸能

の研究 に必 要な図一一r,;3,029冊を所蔵す る。演 芸画報 ・歌舞 侵新 報 ・歌灘伎(第1次)・

テ ア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗 芸術 ・日本民俗 ・芸能 復興 ・郷L研 究 ・旅k伝 鋭等

の雑lltid,丸本 ・謡本等の台本 も多数収集 して いる。

保存科学部

古来 の伝統的生産及び工芸技術書 ・技術 史,ま た は数 少ない それ らの科学的・ラWjル

試 みた もの,修 理報告書 ・調査報告群,及 び化学 ・物理 ・生物学 部門 の保 存科学 に関

連あ る和洋11;:を台わせ て約600冊 を収集 している。

昭和43・44年 度(44・12ま で)の 新蔵11'は次の とおりで ある。

区 分
美 術 部 芸 能 部 イ呆 イ1・斗'¥1/:ド劉5

J

和灘1洋 、・F 和 灘1デ 儲 ・ 和漢 、・1・y'(,

H"不ri43・1・度1557冊136冊i 192冊11冊1

3020

230冊1

__ie

1・2田}r

1昭和44鞭 ―45・123 405

1,118ill},

H1`i

計 1,007594941 2701102 1,933 ψ

2資 料

美術部

主 として写真によ る美術 研究資料であ るが,そ の収集の 目的は,内 外 の資料をあま
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ρ

ね く収集,整 理,保 管 して,そ の完鷺 な収{'LI・所 と して美術 の研究 に資す ることであ

る。 この趣旨 に基づいて設 、Z当初 か ら写爽撮影 による資料の作成を はじめ,印 刷物を

整理 して これ に加え る等 その収1に つ とめている。資料 の内容 は,日 本美術 ・東洋美

術 ・西洋美術 ・およ び明治 ・大1ピ美術 に大別 しさ らにこれを絵画 ・彫刻 ・工芸 ・建築

等 に分類盤理 してい る。その数は特別大型 のもの まで万余が ある。写真資料のほかに

印譜 ・図版 カ ー ド等があ る。

芸能部

レコー ド・録 音テ ープ ・写真(35ミ リ・8ミ リ ・16ミ リシ ネを含む)等 によ る芸能

資料を多数そなえてい る。 レコー ドには毎 年各製作 会礼か ら発売 され る伝統芸能関係

レコー ドのほか,昭 和35年 度文部省機 関研究費 によ って購入 した安原 コレクシ ョンレ

コー ド5,450枚 が含 まれてい る。安原 コレ クシ ョソは,明 治 ・大IE・ 昭和三代にわた

って刊行 された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代に おけ る邦楽の実態 と変遷

を知 る上での貴亜な資料 とな るもので ある。録音 テープ及び,N-r;ニは,雅 楽 ・能 ・歌舞

伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 その他 の伝統芸能を対象 に記録 して きた もので,奏

演法の解析を中心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文 、ll:の記録写真 なども含んでい

る。種別 によ る所蔵数 は次の とおりで ある。

区 分 レ コ ー ド

録 音テープ

7,胆5ii!J
l

43～44イ ド度

写 真
シネ ・フイ ル ム

8ミ リ
.116ミ リ

5,782枚1865本126刎52,856枚199本13本

3機 器 ・設 備

Ψ

亀

美術部

光学的研究設備

光学的鑑識法を東洋古美術品の研究 に応用す ることは当研究所において既に戦前か

ら企図 されていたが,昭 和27年 度 には それ までの予備的研究成果 と海外におけ る研究

設備を参考 とし,科 学研究費(機 関研究)の 交付を受けて本格的な設備を整え るにい

た った。 その後 も技術的 な進歩に即応 して新規の装置を加え,美 術 史学の実証的研究
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に多大の負献を してい る。現在 の主 要設備を類別す ると次の とお りであ る。

IX線 透過撮影 装置

(1}固 定式 白色X線 装置(100KV)1式

(2)固 定 式単色X線 装置(80KV)1式

(対螢光板,支 持台,防X線 用衡立等)

⑧ 可搬式 白色X線 装 置1式

(4)可 搬式 ソフテ ックス装 置(J型)1式

(5)携 帯川 ソフテ ックス装 置(E型)1台

H紫 外線照射装 置

(1)固 定式照 射装置2台

(2)可 搬式 照射装置(ブ イ リップス紫外線 ランプ125W及 びU∫川 トラ ンス12台

㈲ 携帯用紫外線検査器1台

皿 ナ トリウム ランプ照射装17tUJ-2台

Ⅳ 赤外線 暗視 装置及び間接撮影装 趾

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真撮影装置1式

② 新 型双眼実体顕微鏡及び カラー顕微鏡写真同時撮影装置("∫ 動 交持台及 び携

帯 用ス タン ド)1式

マイク ロ写真関係設備

Rイ ク ロ方式によ る古文化財関係基礎資料の収集調査を 目的 とし,昭 和36・37年 度

科学研究費(機 関研究)に よ り次 の設備 を整 え,研 究 に活 川して いる。

1マ イクロ写真撮影装 置1式

(付自動現像機,プ リンター,引 伸機,乾 燥機等)

∬ マイク ロ閲読機(ル ーモ社製)3台

皿 リーダープ リンター

芸 能部

各種伝統 芸能 の記録及び分析研究のための設備 ・機器 を所有す る。昭和42年 度の機

関研究費によ って購入 した ビデオテ ープレコーダーは,研 究の対象 とな る各種 の芸能

の音 と画像をテ ープに収録 し,そ れを机 上に備えつけた ブラウ ン管及び スピーカ ーで,

同時 に再生す る装置で,音 と画像を常時必要な回数繰返 し,再 生の速度 も,lfi.通速度の
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●
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ほかに,1!5の 低速 まで辿続的 に落せ る0)で,採 譜や測定 に有利で あり,16ミ リ分析

装 置は16ミ リ撮影機 で記金求した フ ィル ムを分析解明す る装置で,机 ヒに備え付けた ス

ク リー ンに,1コ マずつ0)映 写 がで き,1コ マずつ送 ってTJけ る。 また秒速5～24コ

マ連続 に変換 ので きる変速映写 や,逆 転映写 も可能であ る。 これによ って像 の測定分

析や舞踊譜その他の採譜記録 を行 な うことがで きる。

1設 備

(1)録 音室1室

(2)レ コー ド資料室1室

】[機 器

(1}ピ ッチ レ コ ー ダ ー

(2)テ ー プ レ コ ー ダ ー

(3)ビ デ オ コ ー ダ ー

(附 属 品)

9イ ンチ テ レ ビ

ピク チ ュア モ ニ タ ー

ビデ オ カ メ ラ

48時 間用 タ イ4

(4)16ミ リ撮 影 機

(5).〃 映 写 機

(6)8ミ リホ最影 機

(7)〃 映 写 機

(8)35ミ リ当:∫ξ機

(9)

保存 科 学 部

一kな研究 設備

16ミ リマ イ ク フ ィル ム分 析 装 置

1台 日本 電 ∫測 器K・K製

5台(う ち1台((ナ グ ラ))昭 和42年 度 購 入)

1台 ソ ニ ー社(昭 和42年 度 貼1入)

1台

1台

1台

1台

1台

1台

2台

1台

4台

1台

ア リフ レ ック ス社 製

エ ル モ社 製

ベ ル ・ハ ウ エ ル社,エ ル モ社 製

エ ル モ 社製

コダ ック社製(昭 和42年 度購入)

装 '

一
口 名

恒 温 恒 湿 村ll

lサ ン シ ャ イ ン ウ ェ ザ ー メ ー タ ー

型式又は朧1

一30° ～60°C

WE-SUN-HC

製造会社名

東洋理 科工業
//
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真空凍結乾燥 装置

ア ムス ラー強度試験機

紙耐揉強度試験機

光電分光光度計

発光分光分析装置

螢光X線 分析装置

X線 回折装 置および デバ イー シェラーカ メラ・

ラウエカ メラ

X線 発生 装nALL(透視 写真用)

ii

//

真空蒸着装置

金 属 顕 微 鏡

生 物 顕 微 鏡
//

表 面 ア ラ サ顕 微 鏡

Co-60,γ 線 線 源

//

ガイガー ・ミュラー　r置

自紀分光放射計

ガスク ロマ トグラフ

(水素イオン化検 出器 ・熱伝導検出器 ・熱分

解装置付)

回折格子 自記赤外分 光光度計

〃 赤外顕 微鏡

引張試験機

自記分光光度計

自動記録式示差熱天秤

500kg

PEM-2型

D-4型

ウ ェル テ ス ー200

医 療 川 愛 国 号

ソ フ テ ック スS-E

CU-65

PMF

LCMbi

RItr

3キ ュ リー

0.2キ ュ リー

32型

SR-1型 .

K-531f,4

IR-G型

IMP-3型

5kgMKS型

EPS-3T

TGD-C4

加藤 万 製 作.所

東 京 衡 機

上 島 製 作 所

日 」.

(当研究所組 、/.)

理 学 電 機

//

島 津
//

小 泉 製 作 〃r

徳Ill製11° 所

オ リ ン ハ ス

r一代 川1L'f:

//

ラ.イ ツ

科 研

日本分光1梁 株

式会 社

日 、'λ製 作 所

日 本 分 光 に業

//

メし菱 不斗'ツ・冠醍f'ド戸丹

日 立 製 作 所

ア グ ネ技術 セ ン

タ ー

文化財の特殊性として,材 質の劣化現象究明のための試験機類,非 破壊的方法によ

る材質調査のための分析機器類,及 び微少試料の分析,調 査などに川いる顕微鏡類な

どがある。

4黒 田 記 念 室

この記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた
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め に設 けられた もので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列 して い る。

収蔵 されて いる ものは,油 絵125点 ・素描170;';1・スケ ッチ ブ ック等悲干 である。 こ

れ らは創立 当時主 としてill.,<田家から寄贈 された ものであ るが,そ の後,樺 山愛 輔 黒゚

旧照子 ・田中良等 か らの寄贈 もふ くまれてお り,随 時陳列替を行な ってい る。毎週木

曜 日午後1時 か ら4時 まで一・般 に無料公開 し て い る。 陳列品の主 な ものは,「 知 感

情」・「花野」・「湖 畔」・「赤 髪の少女」・「もるる日影」・「温室花壇」'1亨であ る。

黒田子爵記念 室観覧 規程

第1条 本 研究所 の黒 田子爵紀念室(以 下単 に 「記念室」 とい う。)は,こ の規程 に

よ って一般 に公 開す る。

第2条 観 覧は無料 とする。

第3条 観 覧者は,備 付けの帳簿に現 化所,氏 名 を記 載 し,掛 員の指示を受け るもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希鬼す る者は,予 め;噺面によ りr出 で許可を受

けな ければな らない。

第5条 観覧者 は,紀 念室内に おいて左の事項を行 ってはな らない。

一・ 陳列晶に手を触れ ること。

ニ ィンク ・墨汁等・を使川す ること。

二 飲食及 び喫煙 をなす こと。

第6条 観覧者が この規程 にu反 し,又 記念窒公開の趣旨に反す る行為があ るとraめ

る ときは,退 場を命ずることがあ る。

第7条 観 覧の 日時 は毎週 木曜 日午 後1時 か ら同4時 までと し・観覧 を停止す る日は

左 の通 りとす る。

祝 日

開所 記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所 において必要があ るときは,前 条の 日時を随時 変更す る こ とが あ

る。 但 しこの場 合は予 め掲示す る。
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5閲 覧 室

本研究所美術部の図la:及び研 究資 料は主 と して研究者 ・学 者 ・美術関係:'ll」Xの学生

等 に公開 してい る。 年間の閲覧 者数 は,延1,200名 程度 である。

φ

,
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皿 職
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膠
r

♪

陶

1現 職 員

(区 分)(官 名)

文 部 技官

庶 務 課 文部事務官

系イ

系イ

部

窒　
　ラ

務

肝

"

"

〃

〃

〃

h比
川

力

、

、

ー

ノ

ム
=
、

,
-
　

マ

リ㌶

//

ii

//

ノノ

//

//

//

文部事務官

ノノ

文 部 技官

ノノ

ii

//

//

//

//

(職 名)

所 長

課 長

課 長 補 佐

専 門 員

係 長

警 務 員

用 務 員

f'i補 佐 員

係 長

',1:務 官

事 務 補 佐 員

._

,　

-

　
.

く
ユ

到

.
ゐ
ー

非常勤研究員

(」i召不li44{1{41J1「1現 イ1三)

(氏 名)偽 」含)

関 りfJV40.4.1

岩 川 守 夫44.4.1

音 川 啓 太 郎41.6.1

藤 江 金 治25.7.17

場♪1【 」」 吉 一23.3.16

松 本 多 賀f39.6.16

友111薫41.2.1

高 谷 た ま39.4.1

大 塚 正 司44.1.6

ノく 釜 一一 也37.1.16

本 村 傳 一34.4.1

プ(」01友J'39.7.16

1貞1右 傷 劇1三 二二43.10.30

rfπ 刀Iri咲9.4 .18

久 野 健20.5.31

季夢1」1尺.孕21.9,30

田 村 悦 子22.6.16

猪 川 和 子22.6.27

宮 次 男30.9.1

戸 田 禎 佑37.6.1

秋 山 光 和42.2.1
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1

(区 分)

第 二 研 究 室

//

//

ii

料

〃

資

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

　

術

能

美

芸

室

部

部

演 劇 研 究 室

//

//

//

音楽舞踊研究室

//

u

郷土芸能研究室

//

保 存 科 学 部

化 学 研 究 室

ii

86

(官 名)

文部 技 官

//

//

//

//

//

//

//

u

//

//

//

//

文部 技 官

//

文 部技 官

//

//

文 部 技官

ii

文部 技官

文部 技 官

//

n

室

室

(職 名)

長

(写!Y)

//

//

主任研究 官

//

部 長

室長事務取扱

文 部 技 官

調査研究員

事務補佐員

室 長

調査研究 員

室 長

調査研究 員

部長事務取扱

室 長

(氏 名)偽 」含)

岡 畏 三 郎20,5.15

関 千 代18。12.15

坂 ノド ォlli盲33.10,1

―喰Ilし 鉄r旦1～41.4.1

川 一i.浬21.z.zH

l」i実 栄 」F23.3.31

永 雄 ミ エ23.9.3

辻 惟 雄37.6.1

yl:」:紐38.5,1

「到 口[is之42.2.1

橋 木 弘 次21.6。15

市 川 和il:30.7.1

野 久 保 昌 良36.10.1

ri軍 牟寸{)邸:良i～22.10,1

」:野 ア ・V17.11.3

7ili【n∬1父lei(:27,10.1

浦 山 政 雄27.10.1

1J〔111賦1当アエξ 」孔39.7.1

宮 本 瑞 人41.5.1

万黍Js;(」i三 一」先44.4.1

横 道 萬 里 雄28.3.16

佐 藤 道 子30.5.16

ネ公 二本 雍44.9.1

三 隅 治 雄27。10.1

仲 井 幸 二 郎41.5.1

関 野 克27.4.1

岩 崎 友 吉27.10.1

樋 口 清 治37.11.1

、



イヒf:伊Fラ 宅 室`

物 理 研 究 霊

//

//

生 物 研 究 室

//

修PI+:技術 研究 室

//

//

保 存 科 学 部

2旧 職

(退職,転 任時 σ)官職)

美術研 究所 文部技 官

美術部第 ・研究室文部技官

美 術 部 長

美術部第二研究室文部技官

美術 部第 ・研究室技術 員

庶務 室 雇ql:務)

所長lll:務 代 理

r術部資料室 文部技1`f

庶務室庁務補助員

保存科学部臨時筆{k

庶 務 室 雑 仕

庶 務 室 雑 仕

美術部資料室技術11

美術部第 ・研究室 文部技官

文 部 技 官li日 倉

〃 室 長 登 石

〃 見 城

〃 石 川

文 部 技 官 室長 事務取扱 関 野

調 査.研 究 員 江 本

文 部 技 官 室 長 、r.川

〃 中t{1.

〃 茂 本

文 部 技 官L任 研 究 官 江 本

員(昭 和25年8月 ～Hl{杓144年31」)

島

白

松

河

鈴

山

矢

抽

長

赤

吉

諸

山

大

(氏

田 修

畑

本

北

木

田

代

丸
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(退職,転 任時の官職)

庶務室臨時筆生

芸能部長(併 任)

保存科学部庁務補助員

美術部第二研究室技術員

美術部文部技官(併 任)

美 術 部 長

芸能部庁務補助員

庶務室庶務係長

美術部資料室文部技官

庶務課」,務係長

庶務課文部事務官

美術部第一研究室長

美 術 部 長

芸能部長(併 任)

美術部第一研究室長

庶務課警 務員

保存科学部修理技術研究室長

庶務課庶務係長

芸能部演劇研究室事務員

庶務課事務員

所 長

庶 務 課 長

保存科学部物理研究室研究員(非 常勤)

美術部文部投官(併 任)
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(退職,転 任時の官職)

庶 務課作 業員

庶 務課事 務員

庶 務課警務員

美術部第二研究室長

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

芸能部音楽舞踊研究室研究員(非 常勤)

芸能部郷土芸能研究室研究員(非 常勤)

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

庶務課課長補佐

美術部第一研究室長

庶務課文部事務官

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

美 術 部 長

庶 務 課 長

芸能部研究員(非 常勤)

庶務課事務補佐員
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Ⅲ 関 係 法 規

O文 部省設 置法(昭 和24年 法律 第146号)抜 す い

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第四十 三条 に規定 する もののほか,文 化庁 に,次 の機関をiTiく

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項 の機関(日 本芸術院を除 く。)の 長は,文 化庁長官の申出によ

が任命す る。

(国立文化財研究所)

第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及

行な う機関 とす る。

2 国立文化財研究所の名称及び位 置は,次 の とお りとする。

名 称i位 置

東京国立文化財研究所 陣 京 都

奈良国立文化財研究Pf奈 良 市

3 国立文化財 研究所 には,支 所を 置 くことがで きる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文 部省令で定める。

゜文部省設置法施行規則(昭 和28年1月13日 文部省令第2号
昭和44年6月15日 文省部令第20号 追 加)

第4節 国立文化財研究所
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Ⅲ 関 係 法 規

第1オ次 東s,clq壷二文イヒ貝オ砂F究戸斤

(所長)

第117条 東京国 、r.文化財研究所 に,所tをiく 。

2所 長は,所 務を掌理す る。

(内部組織)

第118条 東京国 立文化財研究所 に,庶 務課及び次 の究部を置 く。

一 美術部

二 芸能 部

三 保存科学部

(庶務課の事務)

第119条 庶務課 においては,次 の事務をつか さどる。

一 職員の人事 に関す る事務を処理す ること
。

二 職員 の福利厚生 に関す る事務を処理す ること。

花 公文書類 の接受及 び公 印の管守 その他f務 に関す ること。

四 経費及 び収 入の予算,決 算 その他会計 に関す る事務を処理す ること。

五 行政財産及び物品の管理に関す る事務を処理 する こと。

六 庁内 の取締 りに関す ること。

七 前各号に掲 げる もののほか,他 の所 掌に風 しない事務を処理す ること。

(業術 部の二室 及び事務)

第120条 美術部に,第 一研 究室,第 二研究室及び資料 室を置 く。

2第 一・研究室 において は,わ が国のi .代,中fl十:及び近 世の美術並び に東洋美術に関

す る調査研究を行 ない,及 びその結 果の公表 を行な う。

3第 二研究室 において は,わ が 国の近代 及び現代の美術並び に西洋美術 に関す る調

査研究を行 ない,及 びその結果 の公 表を行 な うとともに黒田記念室 に関 する事務 を

つかさどる。

4資 料室においては,美 術の研 究に関する資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表 及

び閲覧並びに光学的方法によ る美術の研 究を行な う。

(芸能部0)二 室及び 事務)

第121条-:能 部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び郷:七芸能研究室を置 く。
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2演 劇研究室 において は,演 劇及びその保 存に関す る調査研究 を行 ない,並 びにそ

の結果の公表 を行な う。

3音 楽舞踊研究室 において は,音 楽及 び舞踊並びに これ らの保存に関す る調 査研究

を行 ない,並 びにその結果の公表を行 なう。

4郷 土芸能研究室 において は,郷 土芸能及びそ の保存に関す る調査研究を行ない,

並 びにその結果 の公表を行な う。

(保存科学 部の四室及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理 研究 室,生 物研究室及 び修理技術研究室

を置 く。

2化 学研究室 において は,文 化財及び その 保存 に関す る化学的調 且↑漸 りい 分桝化,.v,1'

的 調査研究 を含 む。)を行 ない,並 びにその結果 の公衣を行な う。

3物 理研究室 において は,文 化財及 びその保 存に関 する物理学的調1噛部1究 を行 ない,

並びにその結果 の公表 を行 な う。

4生 物 研究室 において は,文 化財及 びその保 存に関す る生物学的、凋査 研究 を(Jlaい,

並 びにその結果 の公表 を行 な う。

5修 理技術研究 室においては,文 化財 の修 理に関す る科学的,技 術的 調'漸 宛 を行

ない,及 びその結果の公 表を行な う。

I

W

O文 部 省定員規則(昭 和36年6月6日 文 部省令 第14号)抜 すい

国家行政組織 法(昭 和23年 法律第120号)第22条 の2の 規定に基一1き,《(部省定

員規則を次のよ うに定 める。

文 部省定 員規則

文 部省の各 内部部局,各 所 轄機 関(文 部省設置法(昭 和24年 法律第146リ リ 第14

条に掲げ る国立学校以外 の各機関をい う。)及 び各附 属機関の定員 は,次 の とおり

とす る。

文化 庁

ゴ

区 分 1定 員1備 考

附属機関 棘 国立文化財研究所149刈
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Ⅲ 関 係 法 規

O国 立博 物館等の機 関別の定員 について

(昭和44年5刃26日 文化庁長官裁定)抜 すい

文 部省定 員細則(il召和44イ1こ文部省訓令第12}ナ)第2項 の規定に)Eづ き,各 国 、Z博物

館,各 国 、L近代美術館 および 各国1Z文 化財 研究所 の機 関別 の定 員を次 のとお り定y)る 。

機 剰 定 1む

…
東 京 国 立 文,イ頃 研 型L⊥

附 則

この裁定は,昭 和44年4月1日 か ら適川す る。

48人

○教育 公務員特例法施行令(抄)

ql召不024イ1三1)J12日 ∬女令賓玉61,J)

(教1与公務員以タトの者)

第3条0)2文 部省設置法(lf(和24年 法律第1461})第14条 及 び第36条 第1項 に掲 げ

る機関(日 本芸術院 を除 く。)の 長及びその職 員の うちもっぱ ら研究 又は教 育に従

lll:する者並び に国 、7二養護教1諭養成所1没置法(昭 和40{il濯ミ律第16}})に よ る国立養護

教諭養成所の所長,教 授,助 教授及び助手について,法 第4条,第7条,第11条 ・

第12条,第19条,第20条 及び第21条 中国 、ヒ人学の学長及び教 員に関す る部分 の規 定

を準 川す る。 この場 合において,こ れ らの規定中 「大学管理機関」 とあ るのは 「任

命椛 者」 ど涜み替え,こ れ らの機関の長及びその職 員をそれぞれ学長及び教員に準

ず る 者と してこれらの規定を準 川す るもの とす る。

○東京国立文 化財研究所部室長会朧運営規則

(ll召不日45{1{1)J23日'り〒長ノ戊定)

第1条 東京国 、/:化財研究所 部室 長会1議(以 ド部室長会議 とい う)の 運営について

は,こ の規則の定y)る ところによる。

第2条 部室長会議は,本 研究所 の重要事項 について 協議 し,各 部課相互の連絡をは

か ることを目tl勺とす る。

第3条 部室長会議は,次 の各号 にかかげる職 員を もって組織す る。

1.所 長
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2.各 部 長

3.各 室 長

4.課 長

第4条 部室 長会議 は所長 が招集 し,そ の議長 となる。

2.所 長 に事 故あ るときは,会 議出席者の 中か ら7L.に よ り議長を定y)る 。

3.所 長 は,必 要 をみ とめる職員 を会議 に出席 させ ることがで きる。

第5条 部室長会議 は原則 と して毎 月1回 開催す る。 ただ し緊急を要す る場合は,随

時開催す ることがで きる。

第6条 部室長会 議 に関す る事務 は,庶 務課 がこれ にあた る。

第7条 この規則 に定め るものの他,会 議の運盤マに関 して必 要な11{項は,別 に定 める。

附 則

この規 則は,昭 和45年1月23日 か ら施行す る。

94

2

1

腹

頓



一

適

I
L
r
r

ヤ

昭和45年3月20日 印刷 非 売 品

昭和45年3月25日 発行

発行者 東 京 国 立 文化 財研 究所

代表者 関 野 克

東京都台東区上野公園12-53

印刷者 学 術 図 書 印刷 株式 会社


